
京都府遺跡調査概報

第 3冊

1.広隆寺跡

2. 法成寺跡

3. 平安京跡左京北辺二坊

4. 長岡京跡（右京第76次）

5. 長岡京跡（右京第78次）

6. 長岡京跡（右京第79次）

7. 長岡京跡（右京第83次）

8. 長岡京跡（右京第84次〉

9. 長岡京跡（右京第87次）

10. 長岡京跡（左京第83次〉

1 9 8 2 

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター



序

昭和56年4月に財団法人点都府埋蔵文化財調査研究センタ ーが発足しました。その設立の

目的は，京都府内の埋蔵文化財の調査，保存，活用及び研究を行い，その保護を図るととも

に，先人の迭した文化財を大切にする考え方の首及育成に努め，地域の文化の発展に寄与す

ることにあります。

当調査研究センターの直面する事業は，京都府内の各地における埋蔵文化財の発掘調査で

あり．昭和56年度は34件の調査を受託しました。乙れらの発掘調査はいずれも道路建設，学

校建設，宅地造成などの開発事業に伴う事前調査であり，調査によって発見された遺跡の多

くは， 調査終了後倣壊され， 消滅する運命にあります。しかし発~llJ制企したすべての遺跡

が開発事業により彼壊されていいはずはありません。一つでも多くの追跡がその重要性を理

解され，現状のまま保存されることが望ましいのは言うまでもありません。

当調査研究センタ ーでは，遺跡の保存のためのあらゆる努力をするとともに，たとえ保存

が困難な追跡についても正確な記録を作成し，その活用に努めていく所存であります。乙の

「京都府遺跡調査概報」は，正式の調査報告としてまとめる前に年度どとに謝査結果の概要

を報告するために刊行するものであります。 I',![lζ刊行している「京都府埋蔵文化財情報」と

あわせて御活用いただければ幸甚であります。

この報告書；をまとめるまでの現地調査では，開発事業関係者はもちろんのことボ倒的教育

委員会，各市町村教育委員会をはじめ関係機関の御協力を受け，さらに，炎天の下，厳寒の

中で熱心に作業に従事していただいた多くの方々があります。この報告書を刊行するにあた

って，これらの多くの関係者に厚くお礼を申し上げます。

昭和 57年 3 月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー

国事 長 福 山敏 男



1. 

2. 

凡 例

本打ftiζ収めた概要は，

1. 広隆寺跡 2. 法成寺跡 3.平安京跡左京北辺二坊 4. 長岡京跡（右京第76次）

5. 長岡京跡（右京第78次） 6.長問京跡（右京第79次） 7.長岡京跡（右京第83次）

8. 長岡京跡（右京第84次） 9.長岡京跡（右京第87次） 10.長岡京跡（左京第83次）

を対象としたものである。

各遺跡の所在地，調査期間．経費負担者及び概要の￥筆者は下表のとおりである。

i芭 助： 名 所 在 地 ｜調 査 期間 経費負担 者 執 筆名

1広 降 寺 跡 京都市右京区太秦降ケ丘

！昭56.I 7. 131 
i ag56. s. 20 I 

1京都府筈察本部
l 昭57. 1. 12 l 
I I i 
｜昭57. 3. i2 I 

石尾

｜ 昭56. 7. 31 I 
｜京都市上京区河版町通広小 I 2 法 j」見 寺 ｜路上帰井町 昭56.110. 14 ！京都府立医科大学 ；小泉

3 ~！g跡左京北 ［ 奴市上京阻むNII東 ｜ ：：：ょ；［京都府福祉課 （竹井

H召56. 6. 5 I 
4長問京跡
（右京第76次） 長l前京市今里 I 京伺i府上地開発公社 i111口

1 ng56. 7. 25 I 

11沼56. 8. 31 I 

I l京都府教育委員会 l山口
ag56. 8. 18 I 

5長岡京跡
（右京第78次） l長岡京市井／内朝日寺

｜昭56. 8. 19 I ! 
I 1向上 ! W-1口

H召56. 8. 31 1 

6長 岡京跡｜
（右京第79次） ｜長岡京市友岡

昭56.10. 26 ! I 
I l：長岡京TIT I I L1口

昭57. 3. 25 I 
7長問京跡｜
（右京第83次） ｜長｜湖京市長附，今里

ug56. 11. 11 I 
I ｜主都府乙訓土木工営 l石尾

昭56.12. 26 I口 I ! 
8号右型第富次？ ｜長岡京市今里

昭56.11. 15 I I 
I ｜向 上 ［竹井

昭56. 12. 9 I I 
9長 岡 京 跡 ｜
（右京第87次） ［乙訓郡大山崎町下植野

政f言

｛百吾

治雄

博

博

博

博

政信

治雄

H百57. 2. 8 i I 
I ｜建設省 ！竹井 治雄

10長岡京跡 （向田市上縞聖子字南淀井
（左京第部次） l長｜剖京市馬場字Jヒliケ町 ；昭57. 2. 15 I I 

3. 本冊の編集には， 調査課企画資料担当が当った。
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広隆寺跡
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(2）調査地全景 1回目（A地区） （東から）
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(l)土政SK03 （西から） (2）土城 ・小土:!fl,(S K07～S Iく10（雨から）

(l)土扱 SK04～S K06 （南から） (2）土：肢SK05北壁

(l）北壁（北東角） (2）西壁（北西角）

(1）調査地全景 2回目 （B地区）（東から）

(2）調査地全景 2回目（B地区）（西から）

( 1 ）中央拡張部土~j~S Kl3 （西から）

(2）東部拡張部鋳造遺構SIく22（西から〉

(1）鋳造遺構SK22 （西から） (2）鋳造遺構党鐘鋳土台（南から）

(l）溝SDOI造物出土状況 (2）潟SDOI 造物出土状況

(3）土墳SK03造物出土状況 (4）土墳SK03造物出土状況

(1）土iff,jS K03遺物出土状況 (2）石敷土城SK02の底に敷かれた軒丸瓦

(3）土扱SKl3造物出土状況 (4）上域SKl3下層遺物出土状況

出土 jg物

平安京跡左京北辺二坊

図版第12

図版第13

図版第14

図版第15

図版第16

(1）トレンチ全長（東から） (2JSX11 （北から）

(1）落ち込み遺構及び土墳墓群（東から） (2）土墳墓SKl5 （南から）

(l)石室 CJヒから） (2）石室 （東から）

終ち込みi立桃山土金箔J、L

山土造物

長岡京跡 （右京第76次）

図版第17 (l）」二層逃構検出状況（束から） (2）上居遺構検出状況（西から〉

図版第18 (1）下層i送機検出状況はIから） (2）下層遺構検出状況（西から）



図版第四 (l) S D7606 （東から） (2) S D7606 （北から）

閲版第20 ( l) S B 7609 （西から〉 (2）造物出土状況 （灰色砂J深層〉

(3）造物山土状況 （灰色砂届）

図版第21 出土遺物

長岡 京跡 （右京第78次）

図版第22 (l)調査地全景 （南から） (2）トレンチ全景（向から）

図版第23 (1)トレンチ全畏 （南から〉 (2）トレンチj:-'f;j壁断面

長岡 京跡 （右京第79次）

図版第24 (1）調査地全景（北京から） (2）トレンチ全長（北から〉

図版第25 (l）ト レンチ全最（聞から） (2）トレンチ南L；刊行商

長 岡 京跡 （右京第83次）

図版第26 (I)調査地全景（北西から） (2)Aトレンチ全景（北から）

図版第27 (l)拡張後A卜レンチ全長 （南から） (2）拡張後Aトレンチ全長 （北から）

図版第28 (l) B ト レンチ全景 （~ヒか ら）

(2)Bトレンチ S08315完掘後状況（北から）

図版第29 (l)拡張後B卜レンチ全景 （北から） (2)B卜レ ンチ拡張部（西から）

図版第30 (l)Cトレンチ全景 （南から） (2) S K8323 （西から）

図版第31 O )D ト レンチ全景（~ヒか ら） (2)Dトレンチ全景（南から〉

図版第32 (l)Eトレンチ全景 （：｜ヒから） (2) S E8332 （内から）

図版第33 (l)F卜レンチ全景 （北から） (2) F トレンチ全景 （南から）

図版第31¥ (l)Gトレンチ全景（西から） (2)G卜レンチ全景（南から）

図版第35 (I) I-I卜レンチ全景（北から） (2) I-Iトレンチ全景（南から）

図版第36 出土造物

長 岡 京 跡 （右京第84次）

ば｜版第37 (I）北トレンチ北端南北Nlf-S D8401 (;Iヒから）

(2)1有トレンチ雨北滋SD8402 （北から）

図版第38 (l)今里車塚古墳周濠SD 1288 （北から）

(2）今里車塚古墳周濠SD 1288 （南から）

図版第四 (I）今仁Fo.車塚古墳くびれ部 ・周濠SD1278全景 （北から）

(2）今＇1!.車塚古境墳丘部（南から）



図版第40 (l）今里車塚古墳くびれ部（北から）手前は柱根及び転落石，上は近代潜 ・杭列

と井戸S£8404 

(2）今里~·塚古墳周濠 SDl288北端（北から）

図版第41 (l）今I主車塚古墳葺石及び転落石（南西から）

(2）今里車塚古墳葺石及び転落石（北東から）

図版第42 (l）今「IIEJ[塚古墳くびれ音［lの柱似Nu11と転結石

(2）今恒車塚古墳周濠SDl288北端の束壁

図版第43 (I)南 トレンチ西壁断割 (2）南トレンチ西壁断害lj

図版第44 (1）今屯車塚古境前方部断面とよU:&Nu12 

(2）今里車塚古墳柱桜陥12と！円相木製品検出状況

図版第45 (I)柱根Nu11検出状況（東から） (2）柱恨Nu10検出状況（北から）

図版第46 (1）市周濠SDl278上回の近代講（北から）

(2）柱根Nu12と店形木製品（北から）

図版第47 (l）造物出土状況周濠SDl288 仁居 (2）遺物tL¥土状況周涼SD1278 ドj酉

(3）転落石の聞の造物出土状況 (4）転落石の聞の造物出土状況

長岡京跡 （右京第87次）

図版第48 (1) A 地区全景（四から） (2)A地区竪穴住用内j毒物出土状況（北から）

図版第49 (] )A地区~穴イキ居内造物出土状況（北から）

(2)B地区ぷち込み状況 cw:から）
図版第50 出土造物

長岡京跡 （左京第83次）

図版第51 （］）調査地（南から） (2）調査区Nu3 （南ーから）

l¥ZI I坂第52 (1）調査区Nu3断而（凶から） (2）背jズ色粘質 ｜出土造物





広隆寺跡

l. 広隆寺跡発掘調査概 要

1 はじめに

今回の発掘調査は，京都市右京区太秦蜂ケ岡31lζ所在する太秦警察署の老朽庁舎の撤去 ・

改築がH百和56・57年度事業として計画されたことから，その事前調査として実施されたもの

である。

広隆寺は， 蜂岡寺 ・秦寺 ・秦公寺 .~吉野寺ともいわれ， 『日本書紀』の記載によれば，推

古天皇11年（603）に建立された山城最古の寺院のひとつである。 また同H寺l乙法隆寺 ・四天

王寺’等と共lζ聖徳太子建立の日本七大寺のーっという伝承を持ち，国宝第 H予弥物菩薩半蜘

思惟｛象をはじめとする多数の国宝 ・重要文化財を所蔵する。

第 1図調査地位置図
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京都府遺跡調査概報第3冊

当調査対象地は，広隆寺の国宝桂宮院（八角円堂）の南東約60rn，楼門と講堂の中軸線か

ら約90rn西の地点lζ位置し，北は！1:.降寺駐車場，東は右京区役所lζ，南は三条通に接する

東西約55m，南北長辺約80m ・短辺45mの台形状の敷地で，面積は約3500rn2ある。

遺跡調査にあたって，京都府教育委員会の指導のもと，京都府警察本部と当調査研究セン

ターとの間で，調査費 ・期間等lζ関して協議を行い， 昭和56年7月13日から8月20日の期聞

にl回目（A地区）の調査を，庁舎撤去後の昭和57年 1月12日から 3月12日の期聞に 2回目

(B地区）の調査を行った。現地調査の際，国土座標の測量を，東洋航空測量株式会社に委

託した。また，国土座標の設置を心よく承諾して下さった広隆寺 ・京都中央信用金庫をはじ

め，現地調査期間中及び資料整理に関して，御指導 ・御協力を賜わった人々に記して感謝し

fこし、。

当調査研究センタ ーが調査主体となって発掘調査を担当 した。現地調査は，調査課調査員

長谷川達 ・久保哲正 ・石尾政信 ・小山雅人が担当し， 全期聞を通し， ギlと石尾政信が担当

しfこ。

調査協力 京都市文化観光局文化財保護課 ・京都市埋蔵文化財調査センター ・京都市

埋蔵文化財研究所 ・太秦警察署 ・高橋鋳物工場 ・岩津の党鐘株式会社 ・吉

村正親 ・百瀬正↑亘（京都市埋蔵文化財研究所） ・泉 拓良 ・清水芳裕 ・五十

川j1j1矢（京都大学埋蔵文化財研究センタ ー）・林 博通 （滋賀県教育庁文化

財保護課）

調：食補助員 ・整EH員として下記の諸氏の参加協力があった。

橋本 稔 小熊秀明 高島利洋 井出英二郎 駒野博信 長谷川久洋

寺下信子 l司 浩美 伊藤悦子 中川裕子 川西康義 森 一九

相沢博己 後藤正士 信部康弘 内藤清和！ 平田克幸 111本和夫

1黄山知行 田中 ヲム 水野春樹 福富 仁 小寺みゆき 稲岡知江子

藤井理絵 木戸裕美 小川志津香 竹原京子 小坂礼子 長谷川陶子

寺升 初代 小山みのり 江田恵美子 他

本報告書の執筆 ・編集は，石尾政信が担当した。

2 調査概要

(1) 調子主終過

今回の調査地は，先に記したように広隆寺に接し，講堂と機門を結ぶ中軸線から商へ約90

～140mの地点である。南擁する三条通は，平行して通る京福電鉄嵐山線 ・大映通との聞に

- 2 -
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2m前後の段差があり，段丘上に位置している ζとくにみえる。広隆寺境内と本調査地は，

ほとんど同じ高さである。広隆寺境内 ・旧境内の発掘調査は，過去に幾度となく行われてお

り，数多く の遺構 ・造物が発見されているにもかかわらず，伽藍配置が明らかになる資料は
（注1)

見つかっていなし、。本調査地東側に隣接する右京区役所の改築工事に伴う発掘調査で築地跡

と多数の瓦だまりが検出されており，今調査に於いて，それらの関連遺構の検出に期待がも

たれた。

1回目A地区の調査は，敷地北西隅の署長公舎建設予定地に，12m×15mのトレンチを設

定しコンクリート ・栗石 ・表土を重機で掘削した後，人力で掘り下げた。表土の下は，いわ

ゆる地山面とおもわれる黄褐色土 ・問機混じり層及び砂1深層となっている。乙の地山面で，

卜レンチ西端で弧を描く様に曲がる溝（S DOl）と，この溝を切り込んだ、円形の石敷土旗cs
K02），東端で長円形の土境（SK03），北端で円形土城3か所を検出した。他に，中央部で，

現代士域によって切られた小土壌3か所とピッ ト状の小土墳を検出した。これらの遺構は，

II音褐色 ・II音茶褐色の埋土で，炭を含むものもある。

2回目の調査は，敷地中央部の新庁舎建設予定地l乙 40m×15mの卜レンチを設定し重機

によって表土 ・撹乱層の掘削を行った。トレンチ内は，警察署旧庁舎 ・道場 ・元車庫をはじ

め，昭和3年2月7日に火災で焼けた記録の残る旧太泰小学校の校舎等の建物基礎や，それ

に付属する溝 ・排水溝による撹乱が著しく，遺構の残り方は非常に悪い。 トレンチ西部にお

いて，改葬骨を納めた斐2基，及び中に小査を納めた同様な聾が発見された。 トレンチ内で

は，数か所のピッ ト及び小土擦が検出されているが，それらの関連については，現在のとこ

ろ不明である。 トレンチ南側の中央部で土器だまり（S Kl3）が，東端で北東一南西に悠び

る潜（S Dl6）が検出されたので，各々その延長部分を検出するために南に拡張した。土器

だまり（S Kl3）の下層で，飛鳥時代の軒丸瓦を含む瓦だまりが検出された。 溝（SD16) 

の南隣で，一辺が2.7mの方形のプランで，深さ1.2mあり，その中央部lこ党鐘を鋳造した鋳

型が残る遺構が検出された。乙の埋土中には，炭や灰 ・焼壁 ・銅浮 ・粘土などが投げ棄てら

れたような状態で詰まっていた。その後，同様な遺構が京都大学校内遺跡で 2基発見された。
（注2)

このような鋳造遺跡としては，大津市滋賀里町長尾の長尾遺跡，長野県上伊那郡飯島町の寺

平遺跡が著名である。寺平遺跡では，検出された 3基のうち 2基に土台が完全な型のまま発

見されている。

現地において，杉山信三氏L京都府文化財保護審議会委員），坪井良平氏，高橋鋳物工場の

上回一男氏 ・津間寛治氏から様々な指導と助言をいただいた。

党鐘の鋳型は，久保哲正氏（この時点では，当センター調査員，3月16日付けで，府文化財

- 4 -
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京都府i立跡調査概報第3冊

保護課へ異動。）の援助で，イソシアネー卜系樹脂（品名＝サンコールSK50）を注入して凝結

させた。その後、型ワクをはめ，ウレタン樹脂等で固定し，鋳型を切り収った。

党銭の鋳型，鋳造跡坦土中の泣物の整理をはじめとする 2回目のI調査の資料整理は，今後，

進めていく予定であり，今回は割愛させていただし、た。

(2）検出 i送機

上記のような組出で，今回は， 1 回H の~討玲．で検出されたものに限 らせていただいた。 1

回目の調査で検出された遺構は，いずれも，いわゆる地山面とおもわれる黄掲色土 ・砂磯層

に掘り込まれたものである。

I 茶偶色土

2 自音偶色土（小礁を含む）

3 

I 、

。
第 4図 石敷 土域 SK02平副 図・断面 図
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広隆寺 刷、

i蒋（s 001) トレンチ西端で検山した。弧をtlliくように拘曲する泌で，故大中11＼が2.2rn, 

最小闘が 0 . 9m あ る。 満は， 最も深いところで 40cm あり ， 1~tj端で 25cm を測る。 iえさ 5 mに

わたって検出したが，北壁lζは，その延長音I）がないため，北へはあまり延びないものとおも

われる。 埋土は暗禍色土及び暗茶燭色土で， －＇~，届では， わずかに黄褐色土がフ、ロァク状 lζ混

じる。埋土には平瓦 ・丸瓦 ・須店、器 ・土師探 ・黒色土器 ・炭などを合む，出了卜迫物から平安

前期～中期jのものと忠われる。

石敷土域（S K02) 講（S DOl）を切り込んだ 円形のこ／－＿坊で，直径 1.3m，深さ 20cmで

ある。土JJjl(の底には小石を敷き， 側面には，瓦，やや大きな石をはりつけた状態でl;tl：く。側面

と底の境/Jiζ軒丸瓦が置かれていた。また，尽に敷かれた石の中で，仰として伎Jfjされた平

石が哀がえして世かれていた。出土には， 小破片の土自1ji総 ・ 須必器を含むがH与J~Jがわかるよ

うなものはない。粘土等を張り付けた痕跡がないことから，71<等を貯めておくものでないこ

とがわかる。何に使用したものか，わからない。

土域（S K03) トレンチ東端で検出した。黄補色土 ・砂｛劇画から 似り込まれている。東

西に長い土城で，長さ4.5m, I悩1.7m，深さ 35cmを測る。埋土には，多量の石と共lζ主L・須

恵器 ・土fl1ji器 ・緑稿！1陶器 ・灰粕陶器 ・土馬が含まれるO 出土遺物から半安前期のものと思わ

れる。

土壊（S K04) 卜レンチ北端，SK05の内fJ!IJで検出した。 径 1.4111，深さ 25cmを測る。

埋土には少量の遺物を合む。

土~iii ( S K05) 卜レンチ北端で検山した。係 1rn程度の桁円形で3深さ 50cmを測る。担

土には1!；・須忠器 ・土R1!i器 ・炭を合む。SDOlと同時期と忠われるO

土~J~ (S K06) S K05の東側で検出した。SK05を切っている。故大径2.2m，深さ

40cmを測る。土域 SK07・08・09は， 卜レンチ中央で検:IIした。いずれも現代土拡によっ

て切られている。SK07は隅丸方形を呈し，SKOS・09は椅円状になる。 ピyト状土城

S KlOは，S K07の西側で検出した。この土城の径は約70cmである。乙れらの土臓は，い

ずれも深さ lOcm前後の浅いものである。 泌 SDOl ， 土W·~ S K03・05には，平.LUζ占い様

相のタタキ目を持つものがあり，！ム隆寺との闘.i!fを想起させるが，旧境内とするには決め手

に欠ける。

(3）出 土造 物

l回目の発掘調査で山土した造物は，泌 S001，ニUl・iS Iく 03 からの :1－•，土のものがほと

んどである。他は，制削中lζ出土したもの，土級 SK05から出土したものが少量ある。追

物のなかでは，平瓦 ・丸瓦が多い。須恵器 ・土師器 ・線利i陶器 ・灰粕陶器 ・黒色土器 ・製塩

- 7 -
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土器・陶磁器 ・土馬などがある。また， 石敷 ｜ー城 SK02で，石と共に敷かれていた軒平1L

．石製硯がある。

第5図1～7・9・15・19～21は SDOlから山土している。8・9・11～14・16は SK03か

ら出土している。 10・18は掘削中lζ出土した。 17及び第6図の硯は，SK02 i乙敷かれてい

たものである。

lは，高台のイJかない土Hrli；器材、Aで，口径15cm，丙さ 4cmで，口縁端部を丸くおさめる。

内面はナデ，外面は口縁端部近くまでへラ削りを行う。2は，土師器の境Aで，復元口径は

12.Scmとなる。 内面はナデ，外面は口縁端部までへラ削りを行う。 3・4・5は，土師器の

Jill Aである。3は，復元口径は16.5cmで，内1f1i及び外面の口縁仁半部までナデる。他は，

未調整で，指で押さえた痕がみられる。 4は，復元口径が21.2cmで，内面はナデ，外面は口

縁端部近くまでへラ削りを行う。 口縁端部は内側lζ丸くおさめる。 5は，口径9.lcm，高さ

2. lcmを測る。 内面及び口縁外面はナデ調整，他は未調整のままで指圧痕が残る。口縁部lζ

ススが付着しており，灯明血として使用されたことがわかる。 6は，土師器の斐で，復元口

径が35.Scmとなる。口縁部が「く」字形に外反し，端部を内側につまみ上げ丸くおさめる。

休部外面はハケ調整し， 口縁部をナデる。 内面の体部下半は指で押さえた後ナデるO 口縁

部及び体部上半は，ハケ調整の後ナデる。 外面にススが付省している。 1～6の土師器は胎

」 ・焼成とも良好である。7は，須恵器の皿Aで，口径19cm，高さ 2cmである。内外面とも

回転ナデ仕上げである。底部外面lζへラ切り痕を残す。焼成がやや甘く，表面は淡灰色であ

る。胎土に銀雲母 ・黒色粒 ・石英を含む。 8は，高台の付く須忠器杯Bで，底部の復元径は

8 cmとなる。内外出とも回転ナデ仕上げである。9・10は，須恵器の蓋で宝珠つまみの付く

ものである。9は端部を内側lζ曲げ，10は端部を屈曲させた後内側lζ曲げる。8・9・10は

ともに焼成が良好で，表面は淡青灰色である。11・12は，総紬の境で，ともに黄緑色lζ発色

した稿lJがかかり， 底部は削り出している。 11は，精製した胎土が選ばれている。 12の胎土

は，砂質でやや相い。焼成は，ともにやや甘く軟質である。 13・14は，灰粕の坊である。 13

は，口径17cm・高さ 4.5cm, 14は口径18.5cm・高さ 5cmを測る。 ともに，紬lζパラつきが

あり，張り付け司台で断面が三角形を呈する。焼成はR.く， 監微で，胎土lζ石つぶを含み，

重ね焼きによるゆがみがみられる。 15は，須恵器でいわゆる査Lのタイプである。 底部径

6.2cmを測る。高台は張り付けている。 焼成は良好で，表面は灰色である。底部内面と高台

に自然利が付着している。16は，小型の瓶子で，底部外面lζ糸切り痕を残す。底部径4.5cm

を測る。内面lζロクロ挽きの痕をとどめる。焼成は良好で，外面は灰色で， 自然和1の付着が

みられる。17は，蓮華文科丸瓦の一部である。外区外縁は丸みのある傾斜縁で，内縁iζ珠文
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O 10cm 

第 6 [?(J h 敷土 域 SK02 I！＼土石製硯実測凶

を配する。内・外l孟の界lζ一条の幽線をめぐらす。内区は，）＿＜；fl、単弁単子葉で，大きな中民

を持つ。石と共に敷かれていたため，表面がやや磨滅している。18は，童画文軒平瓦で， 一

重画の中lζー弧を配したものである。瓦当厚と，平瓦音［＼との差は少なし、。焼成は良好で，表

面は暗灰色である。胎土lζ，石英 ・黒色粒を合む。平瓦部凸面lζ朱が付着している。19は，

丸瓦で釘穴を穿ったものである。釘穴は，凸幽から凹面に穿たれている。20は，平Jiで，長

さ37.5cm，幅26cm以上ある。凸面は純白，凹面は細かい布目が残る。21は，丸瓦で，長さ

19cm以上， 幅17.Scmある。凸面は横方向のナデ，凹面は布目が残る。丸瓦で35cm以上ある

ものもある。第6図の石製硯は， 扇平な河原石を利用している。硯として使用した面K，直

径5.2cm，深さ 1.2cmの半球形の窪みを造り， 墨をためる海と している。 乙れは，先の尖っ

た道具で石を突き壊した後，研摩している。墨をする陸の部分は，よく謄かれ，鏡のようで，

その使用度をうかがわせる。また，使用範囲を示すかのような線刻がみられる。裏面は，安

定を良くするために，一部を打ち壊している。以上が主な出土遺物である。他の出土遺物等

と合わせてみると，溝SDOlは， 平安｜時代前期の造物が中心であるが，上層に中期以後とお

もわれるものを若干含んでいる乙とから，平安前期～中期のものとおもわれる。土嬢SK03 

は，平安前期のものとおもわれる。

3.小結

今回の発掘調査のうち，わずかに 1回目のものの整理が終fしているにすぎないが，現在

のところ，出土遺物等からみて，本調査地も，広隆寺の旧境内とおもわれる。最後に党鏡鋳型

の出土した方形土城（SK22）について現在までにわかった事を記しておきたし、。ζの土岐

は，地山とおもわれる淡黄褐色土層 ・砂i深層を掘り込んでおり， 一辺2.7mの隅丸方形の招

方で，深さ 1.2mを測るO 埋土lζは，土器片や炭・焼壁・銅浮・粘土塊などが混入していた。
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京都府遺跡調査概報第3冊

この鋳造遺構は，出土造物からみて10世紀以前のものとおもわれる。焼壁には，細かいスサ

状の混和斉ljが加えられている。焼けた粘土の中に瓦が混入しているものや，焼けていない粘

土もある。銅津には，緑色のものと，青緑色のものがある。また熱によって溶融した曲而を

もち，溶融炉 ・あるいはふいどの一部とおもわれるものもある。平面及び曲面で，表而lと銅

が溶融したもの，砂が固まったようなものがある。究鎮の鋳型土台とおもわれるものは，｛砂、

1深層の上lζ炭等の混入した土で土台を作り，そのJニlと砂を敷くものである。この砂が党銭の

下端を示すものとおもわれる。砂型の内径側で，粘土との境界が赤黒く焼け焦げている。（こ

れが内型と接した面とすれば，内径約118cmを測る）。鋳型の両側K.各々二か所のピット

があり，径30～40cm，深さ 10～20cmを測る。

上述したように，焚銭を鋳造した遺跡は，大体Tli滋賀里町長尾の長尾遺跡，長野県上伊那

郡飯島町の寺平追跡，京都大学教養部構内遺跡がある。長尾追跡の鋳造遺構は，一辺3rnの

隅丸方形の掘方で，底面lζ3本の溝と凹隅lζピットを持つ。寺平遺跡の鋳造遺構は3基あり，

そのうち2基は，一辺2.5rn前後の隅丸方形の掘方をもっ。1・3号遺構には，党鏡土台が完

存する。2号遺構には，底面lζ3本のj誌がある。京都大学構内のものは，底部lと2木のi梓と

四隅lζピットを持つものと，党鐙土台の完存するものがある。寺平遺跡では，党鐘の竜頭鋳

型片3個，撞座1伺体をはじめ合計600伺以上の鋳型片が出土している。長尾遺跡 ・京都大

学構内では，党鎚の乳やふいどの羽口 ・治融片が出土している。

これらの遺構に共通する溝 ・ピッ トは＇rt島、i¥の型を固定したり，鋳上がった後，党Jffiをつ

りあげる構架材の痕跡とおもわれる。

党鐙の鋳造は，運搬が困難であった当時においては，党鐘を発注した寺院などの近くで行わ

れていたと考えられる。 戦前まで，党鎚を鋳造するのに，寺院内などで作業を行ったという。

乙の鋳進退構は，広隆寺境内の可能性が両く，寺院内にもうけられた工房祉とおもわれる。

「広隆寺資財帳」に記された，承和9年（842）の鋳造の銅鐙は，周 9尺6寸で厚4寸（径

3尺2寸）であって，乙の鋳型より小さい。また，西本願寺が所蔵する久安 6年（1150）銘

の党銭は，l隔2尺2寸であるO 広隆寺lと現存する建保5年7月（1217）銘の鐙は，i同さ約2

尺の小鉄鐘であって，今回検出のものは，乙のいずれにもや「致しない。このことは，Jよ隆寺

の工人が，他の寺院の党鑓を鋳造したことを示すのであろうか。

このような鋳造遺構は，全国でも数例しか知られておらず，i1:t竜な資料を得る乙とができ

た。 （不［尾政信）
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広隆寺 跡

（注1）浪貝毅「北野廃寺跡と広陵寺旧境内」（ 「仏教芸術」 第116号） 1977 

（注2）林 博道「大津市周辺の寺院関係工房跡の調査」 （「月刊文化財』第176号〉 1978 

（注3）友野良一 『寺平遺跡』 長野県上伊那郡飯島町 1980 

（注4）「京都大学教養部構内の遺跡」（現地説明会資料） 1982.3.27 京都大学構内遺跡調査蔵文化

会 ・京都大学理財研究センター 現地にて泉 拓良・清水芳裕 ・五十川伸矢氏から御I教示を

えた。
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京都府遺跡調査概報第3冊

2. 法成 寺 跡 立会調査 概要

所 在 地 京都市上京区河原町通Jl；小路 t；レ梶井町465

調 査期間 llR和56年 7月31仁｜～11{1和551,下lO月14「｜

調査面積 200m2

1.調査目的

京都府立小児医療センター （仮称）建築工事 ~c1、ドう事前調査として，当地が平安時代， 藤

原道長によって創建された法成寺の寺域に含まれると推定されることから，立会調査を行い

遺構 ・遺物の有無を確認し，記録を作成するとともに遺構が検出された際には，その保存を

汗｜るための資料も合わせて作成することを目的として実施した。

f ノ，＿
I' J ’~ 

I ' 

第 8 灰l 調査地位置 ~I
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i:t成寺跡

2. 調査概要

予定地内に トレンチを設定して，機械掘削で立会調査を行った。 トレンチは十字形で，幅

約3m，長さ東西約30m，南北約 17mの規模をなす。調査は土層を確認しながら徐々に掘

削を行い，地表下2mまで達したところで司 トレンチの土層断面の観察及び分層をした。

層伎は上層より，置土居（レンガ・コンク リー卜塊 ・瓦片を含む現代の地層）が約 lmの

厚さでおおわれていた。 次のi淡茶柄色砂1深層（守ミ大のJ擦を合む）は約50cmの厚さであり，

さらにH音褐色砂磯層（組砂を多く合む）があった。

機械掘削による平面の観察であるが，土j国は丙土！西を除去すると，｛砂疎届が続くばかりで

遺構は検出されなかった。砂J深層は鴨川の氾般による土砂の堆積層であり，淡褐色砂隙層か

ら近世の巴文軒丸瓦が出土しているので江戸時代頃の氾il誌による堆積と考えられる。

調査は トレンチ土層断面図の作成と写真撮影をしたのち，さらに トレンチ東西部の西側半

分を地表下約4mまで抱り下げた。土層は砂l深層が続いており，j立構は検出されなかった。

土層が崩れやすくなっているため，安全面から写真版影だけにとどめ，すぐに埋め戻した。

遺物として，地表下約2.5mで暗茶褐色砂礁j百から平瓦片 ・須恵器斐片各l点が全体的に

磨滅を受けて出土している。時期は両方ともに平安時代頃の所産と考えられる。

／／ 。

『『』『ザ，，－ I 

調査卜レンチ
L一一一一一一J Lーー一ーー__J I I L ーーーーーーーーJ

京都府立医科大学付属病院
。 50m 

第 9図調査トレンチ平面図
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京都府遺跡調査概報第3冊

3.まとめ

今回の調査で確認された乙とは，地表下約 lmまでは現代の置土層であり，次に江戸時代

頃の瓦を検出した淡茶褐色砂磯層，そして平安時代頃の平瓦片 ・須恵器片を検出した暗褐色

砂礁層の三層である。いずれも遺構は検出されず，すべて鴨川の氾濫による砂礁の堆積によ

ってもたらされた層である。調査目的であった，法成寺lζ関する遺構 ・造物は確認されなか

った。また昭和55年度に当地より約50m北で中央診療棟建設の際行われた試掘調査でも，Td、

i深層が確認されている。乙の乙とと合わせて，調査地周辺は氾1慌による堆積層でおおわれて

いると考えられる。 （小泉信吾）
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平安京跡左京北辺二坊

3. 平安京跡左京北辺二坊発掘調査概要

1.はじめに

乙の報告は，京都府立精神痔弱者更生施設の新築工事に伴う発掘調査の成果に関するもの

である。

おi査地は京都市 上京区中立売小川東入ルlζ所在し，現在の上京児童相談所の北に援するO

平安京条坊復原似｜に照らすとメ亡京北辺二坊に当り官街の密集すると乙ろで，当地はその左兵

衛的町に属する。平安時代の後半になると唱内哀や民衆の住宅が入り乱れる。1/1世の「京都」

に至ると問jj互の支配的な空間となった。 ~:i)l<f.'.i時代では 「｜同二条以」や衆楽.8(-1 の .i1i ’日 iζ伴って

道路の改変が著しく，以前の大路 ・小路は一新され，城下町の線中日が一時的ながらも表われ

たであろう。

調査地の棋日は約45mで，｜ヒ方へ徐々 に 高まる緩傾斜地である。この立地条件下で先述の

第 10!'XI 調査地位置図

- 17 -



京都府遺跡調査概報第3冊

乙の付近での発掘調査数年来，追i憾の存在が予想されるが，

の成果によれば，地表下約 2rnまで各l時期の遺構 ・造物が見

られる。その中でも中世に関するものが圧倒的に多い。従っ

調査調査面積の決定，て調査に至るまで，排土の処理方法，

期聞について当調査研究センターは，京都府教育委員会，五t

都府福祉課，児l'i'.¥相談所と共に協議を重ね調究計画を立てた。

調予をは昭和56年9月8日から同年10月30日まで実施した。

過経査調2. 

調査地は建設予定地のみを対象とし， 約 120m2の調査区を

設定した。調査の掘削は当初，地表下0.7rnまで機械掘りに
回

して，以後人力によって掘削した。堆積層は当遺跡、の基盤層基言

である黄褐色砂1深層及び部分的には黄褐色粘質土居（衆楽土）制

仁川士！：が地山となる。地山上に郎積する層は1.8rn lζも及び，

近から現代までの造物包含層が数庖確認できた。その中で，

」LJ
－「て

世の層の一つは本大から人頭大の河原石を厚く置き整地層を時、

こなす。中位の造物包含層は，地表干1.3mから検出でき，7、
の！国で遺構を確認することができる。ことj民は有機質を多く合

む茶褐色を呈する粘質土が主休である。

二』

中世末から近世に至る資料今回の制査で得られた成巣は，

が多く，調食の主目的である平安｜時代の遺構 ・造物は皆無に

近い。
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機
－ 土娯土填6基，検出された遺構は， 井戸3基，石室1基，

墓8基，落ち込み遺構l，掘立柱建物柱穴13個分などである。

中世陶近世陶磁器，出土遺物では土師器肌が圧倒的に多く，

織訟まれに緑利l瓦（~if:>:JZ瓦）があった。また，器があるが，

l時代lζ関するもので金箔王LC軒平瓦 ・軒丸瓦 ・方形装飾］ヱL)

構

が30，点出二上した。

遺

コンクリート製の;Jj：戸

戸（SEOl～03) 

SEOlの御形は円形を皇し，
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平安京跡左京」七辺こりJ

ヰヒ

第 12図 中央 セクシ ョ ン断面i図

ド1ちを用いており，地表iliiからすでに椛認できた。,11:;I s E02は1-Y形の剣形を1'.し，l直径

2. 2111を測るO井戸本体は上半部が漆｜胤下半部が石組みによって成形される。:ii'戸 SE03 

は円形の掘形，その径は1.8111を損Llる。埋士は SE02とほぼトjじ線桐をなし，上、ド部では

有機質上lζ焼土が混入する。 i立物は士r:rri'f!iilll，伎瓦の破片や漆l喰の残塊が検出された。下半

音llでは割合，きれいな砂i療を埋める。この様子から井戸の廃絶は一時に行われたと思われる。

石室（S X04) 

トレンチ中央部凶似ljで検l出されたとi室は基底部では＊山3.2rn，南北3.4111を損ljり，ほほ

i.L方形の革li形を羊し， iffiu，~Uζ l 111程たちあがる右組み治構である。特lζ基底部はイヒi泊岩の切

り石を基i縫とする。上部から 卜｛立に全るまで丁寧に内面をri1vえ，メジl乙は漆H食を塗り固める。

！床面は平らにして強く叩きしめる。そこには部分的に桟瓦を敷いたと思われる痕跡が認めら

れる。議.jムめには多大の川原石を多足に用い，全体lζ強固な仕上げとなっている。担土は民

側色を呈する炭化物，有機質と赤褐色の焼土からなり，桟五L・土日iii器血 ・染付などが含まれ

る。

土岐（SK19・20・幻 ・23)

土~f,j S K19 はほぼ長方形の折IJ形をもち， i乏軸 2 Ill, J!;i.1納l.5111，深さ 0.5rnをiJtrJる。こ

の土域内lζは大半が士r:r[i質JI!しその他染付 ・只額 ・炭化物が混夜しており，ごみ棄て穴と忠

われる。土城 SK20は不定形な抑形を呈し，残存する深さは lOcm程であるo j 域 SK21 

は SK19によって彼壊されているが，長方形の銅形が｛佐認できた。長車ihは1.5m 深さ 5cm 

と浅い。出土はII計局色粘質土でi造物は皆無である。土≫f.iS K23は石室下回より検出された。

似形はほぼ隅丸正ブj形で，その一角を欠くが一辺 1.4111，深さ lOcmを摂Llる。

s x (09・22・23)

ここでJうrsX」とは噌人為的あるいはじl然的に山来た穴の剣形が不定形を止し，遺物

もほとんど含まず，その性絡が単なる土城状であったり河川 ・泌 ・浴：ち込み ・井戸 .,fJ:穴等

であり，特に調査中においてそれらを判定し得ないものについて表示する略記号である。

- 19 
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・－

。6

。 5m 

第 13図 レンチ全体遺構図
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例えば SX09とか SX22は共に井戸

S E03によって削平を受け，しかも掘形

において不定形ではあるが，埋士は茶褐色

粘質土である乙とが共通する。乙のことか

ら両者は同一遺構の可能性が強く，具体的

に潟 ・M川， あるいは土機状と考えられる

が決定し得ない。更に SX23は直線的な

二辺が直角をなし正方形，又は長方形の

掘形を示し，人為的なものではあるが，単

l乙土墳であるとは言い切れない。

落ち込み遺構

卜レンチ北半部で検出された落ち込み遺

構は逆L字形を呈し，高低差は0.5mを測

り，斜面は急、勾配である。このit!構の角で

平安京跡左京北辺二坊

」下「
0 lm 
L1工上よi二二ゴ

第 14図 S X04石 室 平副 実演u図

は一段と落ち込む（S Xll）。落ち込みを形成する高まりは土境基 （S Kl3～17）群の埋土と

宅翠翠三一

〈辺誠

その地盤である茶褐色粘質土及び

黄褐色粘質土（衆楽土）である。一

方落ち込みを埋没させた土層は茶

灰色砂磯 ・淡茶灰色紗、．茶灰色粘

砂質など多種を極め，土量の多さ

を物詰る。迫物は乙の斜面，及び

基底部やSXll1ζ金箔11.が30点，

これに伴う平込L・丸ll.や土師質皿

等などがある。金箔瓦の種類は軒

丸瓦（悔鉢文・葵文），軒平瓦（唐草

文），方形装飾；Ii（総鉢文 ・桐文）

などがある。乙のi忌構の性格は大

規模な掘削を行っている事や多量

の瓦が落ち込みの近辺で出土して

o CT:c工工土ご二二ゴ20cm いること等によって，建物の土壇

第 15図 土城 SKl5平面実 測図 －地境 ・道路跡等が考えられる。
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l：城墓（S K13～17・05・06・08)

卜レンチ北辺で検出された土境基鮮は東西iζ7基並列して一訴をなす。掘形は長方形と思

われ， l~&i0. 5～0. 7m以上，深さ 0.4mを測る。乙の一鮮は一見して柱穴列と考えられるが，

S K15においては埋土が粘質よりも 砂質が多く，土師質皿の完形品を4点の他，多数の土

自r[i器破片の1-Hf＿状況が見られることから，一応，土駿墓と考えたい。

制jz:柱建物のね穴

倒立柱建物の柱穴は全部で13個検出されたが，建物として成立するのはp1・2・3とP

7・8・9だけである。掘形は円形を呈し，その径は0.3mを測る。しかし削平が激しく深さ

は5cm程である。

4. 出土遺物

今回の調査で出土した造物は， と器類では土師器 ・須忠器 ・般器 ・陶器 ・瓦器など，文，

瓦矧では桟瓦 ・金箔瓦 （事1ニ丸IL・粁平瓦 ・プj形装飾IL)等がある。コンテナーパットにして

70桁を超え，その多くは近世の遺物である。図版に掲載した造物は土師器 ・金箔瓦を中心lζ

主要な遺構からIi＼ょしたものである。

SX11のIH土遺物（第16関1～11)

上削l質皿小型1～5は口径8.0～8.5cm，器高1.6～2. 2cmを測る。底部はやや平たく体部

は外反しながら斜め上方へのび，口縁は丸くおさめる。休部外面は横ナテ、を施すが，指オサ

エの痕跡を残す。 内面はきれいな紘一ナデ。色調は全体lζ褐色ではあるが白味を持つ。胎土は

微密で焼成は硬質 ・ijiJ；質共lζある。

上師質fill大型（第161玄16～10)

上師質Jill6～8・10は口径 11.2～15.2cm，器1告~ 2. 5cmを損rjる。休部は外反ぎみに斜め上方

に立ちあがり，口縁端部は丸くおさめる（7・8）ものと司わずかに肥厚する （6・9・10)

ものがある。口縁部は休部より器壁に厚みを持つ。調整は口縁部，休部の内外面には横ナデ

を}J色し，j底部外面はオサエを留める。色調は淡い赤褐色を呈し，全般的に焼成は良く硬質で

ある。 胎土は徽密で雲母を多く合む。

とれらの土f:rfi質山は以上の事から，平安京跡（左京内JJ差｜句）の編年試案では16世紀前半に

比定される。

土壊（S KOS）の出土遺物 （第16図12～16)

土fJni質Illll2・14は口径8.4cm，器高2.0cmと1.4cmを測る。口縁部内外面はナデ調整，休

部外面はオサエを残す。色調は淡赤褐色，胎土は鰍密である。 13は口径7.4cm，器高0.8cmを

測る。瓦器椀 16は口径 13.2cm，器高3.8cmを測る。休部は内湾しながら口縁部へ続き，端

- 22 -
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京都府遺跡調査概報第3lltt 

部は丸くおさめる。11音文は内面のみに粗く施す。沈線はなく，見込みのH音文は不明である。

高台は小さく逆三角形をき立する。

乙れらの土器類は，左京内膳町試案や『上牧遺跡発掘調査報告書』の瓦器編年試案によれ

ば14世紀前半lζ比定される。

土J}ji~墓（S Kl5）の出上遺物 （第16図17～31)

土JJ~墓群からは少しずつ迫物は出土しているが， S Kl5においては完形品3点をはじめ数

多くの土師質血が出土した。乙れらの土P,iii質肌は，大型，中型，小型lζ分けることができる。

小型！17～22は口径9cm前後，器高は 1.5～2.0cmを測る。体部は外反しながら斜め上方に伸

び， 口縁音Iiでは器~ifを厚くするもの17 ・ 18 ・ 20があり，厚くな らないもの21 ・ 22がある。い

ずれも口縁部外面を強くナデ，休部と底部外面は指圧痕を留めるものが多い。色調は赤禍色

や淡黄褐色を呈し，胎土は良好である。 中型23～25は口径 llcm，器高 1.6～2.4cm を測る。

休部は内湾しながら斜め上方へ伸び口縁部で外反し，端部は丸くおさめる。全体lζ横ナデを

施す。色調は淡赤褐色を呈し，焼成は軟質である。大型26～31は口径 14cm台，器高は2.2

～2. 5cmを測る。休部は内湾しながら斜め上方へ伸び，口縁部ではなめらかに外反し，端部

では丸くおさめる。休部外国はオサエ，口縁部内外面は横ナデを施す。

これらの土器は左京内膳町試案によると15世紀後半に比定されている。

土墳墓（SKl7）の出土遺物（第16図32・33)

土f:r!i質皿32は口径11.8cm，器高2.0cmを測る。休部はわずかに外反しながら口縁につづき，

端部は丸くおさめる。休部の器壁は一定して厚い。休部は内外国とも横ナデ，！査当Ii外面はオ

サエである。色調は淡褐色を羊する。 胎上は鰍密で雲母を含む。土師質皿33は口径15.2cmを

測る。体部は内湾ぎみに立ち上がり，ロ縁部は強I;、横ナデを施すため直線的に立ちあがり，

口縁端部は丸くおさめる。色調は淡褐色を呈する。

落ち込み遺構及び SX09の出土遺物（第17図）

落ち込み遺構廃絶時lζ係わるものと しての金箔瓦はその数30点lζ及ぶ。瓦当だけでみれば

完形品は1点であるが，各々復原可能な重要な資料ばかりである。金箔瓦は軒丸瓦 ・軒平瓦 ・

方形装飾瓦lζ大別でき，文様は梅鉢メ； ・葵文 ・桐文 ・！苦草文の4；陸類がある。本稿では瓦当，

家紋の種類と製作手Jょにふれ，資料の紹介としたい。

事1丸瓦（第17図1～6)

向鉢文は前田家の家紋と百われる l～ 5のもので，中心lζ5本の剣先を等しく外lζ向けて

いる。 lでは瓦当径16cmを測る。接合方法は2では丸瓦を瓦当にさし込み，瓦当裏面と瓦当

上位に粘土を補填する。ζの場合，丸瓦端部iζキザミ を入れる。金箔の貼りつけ方は周縁で

- 24 -
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京都府遺跡調査概報 第3lilt 

は1×2cm角単位に切って赤い漆を使用して定着させている。 l～5にそれらの痕跡が見ら

れる。また周縁や家紋の突出した部分にだけ貼りつけている。瓦当の色調は灰黒色を呈し，

）］台土は全体に鰍密で砂粒を少し含む。 6は葵文かと思われる。 色調は灰黒色で胎土は軟質で

ある。

!Ill・平瓦 （第18凶）

文機はすべて唐草文である。 中心自iiiが l~J火に大きく位置 し， 支主主は 2 ;!41;で均整唐草文と呼

ばれる。唐草文は制く薄いj戎形をしている。 1は瓦当部のみ完存するUj（：－の軒平瓦である。

瓦当幅28cmを測る。 脇区は上 ・外区に比して大きい。 ζの脇区lζは金箔を施さない 1～ 4・

10・13のものがある。金箔はたいてい上 ・下外区，唐草文など車｜丸瓦と同じく突出した部分

に施されている。また 1~［＼ 2 cmほどに金箔を切り，赤漆を用いて定着する方法も軒丸瓦と問機

である。瓦当部と平11.の接合方法は，5～13では瓦当上外区と平瓦凸面端部とにキザミを入

れ，粘土を補填して瓦当を成形する。瓦当の色調は全体に黒灰色を呈し，胎土は砂粒を含み

焼成の軟質が目立つ。

方形装飾瓦（第17図7～11)

7・8は桐文である。大きさは不明である。金箔は周縁と家紋の突出した部分に施される。

7では孔があり，8にもその痕跡が確認できるO 大棟の飾瓦として使用されたらしし、0 9～ 

11は締鉢文である。軒丸瓦と同様のモチーフである。金箔は周縁と家紋の肉厚した部分lζ施

されている。

14 （第18凶）は実視lj図の平面でみると上方では破損するが尖る。表面は平行にミガ、キを細

かく施し，裏面は指オサエのみである。下方の割れ口は他の1l.と接合するためのキザミ が施

されている。このようにみると，わずかに金箔を践す道具瓦ではなし、かと考えられる。

15 （第18図）は総刺瓦である。瓦当面の支葉の唐草文は線が細く，肉薄である。施和1は淡

い緑色でムラは無い。IJ台土は白く砂粒を多く含み硬質である。

3. お わり に

落ち込み遺構は，中位末期においてそれ以前の土墳墓群を切り崩しての大がかりな掘削に

よるものである。この性格については敷地の地境，建物の土屋（基壇），あるいは道路跡等が考

えられるが，いずれにせよ人為的なもので， 30点に及ぶ金箔瓦の共伴から，単lと民衆の生活

の領域lζ属するものでなく，いわゆる「旧二条城J，または楽楽第lζ関連する遺構と思われる。
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京都府遺跡調査概報第3冊

平安京跡lζ関連する遺構は発見できなかった。それは上述の落ち込み遺構やそれ以前の土

!JP~墓群， そして近世の石室 ・ 井戸等lとより平安京を形成する基盤層（黄褐色粘質土＝衆楽土〉

が消滅したからである。

以上のように中・近世の成果が主流になるが，乙れもまた， 「京都jの歴史を知る上で民一

重な資料になると思う。 （竹井治雄〉
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長岡京跡の発掘調査概要

長岡京跡の発掘調査概要

はじめに

昭和56年度，当調査研究センタ ーが主体となり，調査を拘当した長岡京跡内における発掘

制査は凡例のとおりである。

第 19関 長｜市J；；（跡関係 調査 地位 置図
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京都府遺跡調査概報第3冊

4 （凡例の表番号）は昭和］53年度に行われた長岡京跡右京第12次の調査地の西に接する部

分で，長岡京｜時代の潜，平安H寺代の建物跡などを検出した。5・6は共に学校敷地内での制

査であるが，すでに学校建設の折，旧地表が削平されており，遺構は残存していなかった。

7は道路建設予定地内という性格上，長岡京右京域内lζ南北に長い卜レンチを入れるという

様な形となった。3月末まで行った調査で，長問京に伴う条坊関係の遺構を合め，多H寺期に

わたる建物跡や）j：戸 ・椛などを検出した。 8は主lこ今里首jj家古墳を対象としたものである。

調査によって後円部の一部および＼前方部の一部を確認し，本古墳復元への新しい資料が得

られた。 9は長問京跡の南辺lζ近いと考えられる位置であったが，長岡京関係の遺構等は得

られなかった。しかし古墳時代の住居跡を確認し，当時の居住面の広がりを知る上での一資

料が得られた。10は国道171号線沿いに脳の狭いトレンチを入れた。長岡京時代の造物が検山

されたが，顕著な遺構は確認できなかった。

当センタ ー以外の機関が担当した長岡京内での発掘調査も多く行われた。宮内第100次剥

査では長岡京に関連する築地の構造が明的’化され，宮内第109次では朝堂i抗菌第1・2堂が検

出された。右京第77次 ・第90次の調査では，それぞれ西一坊大路，西二坊大路の側溝が雌認

されるなど，条:fjj関係遺構もいくつか調査された。また左京第82次調査で，銅鐸鋳型が発見

されるなと，長岡京以前の好資料も増加lしている。 （長谷川 達）
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長岡京跡（右京第76次）

4. 長岡京跡右京第76次発掘調査概要

(7 ANITT W地区）

1. はじめに

京都府土木部都市計画課が進めている外環状線街路改良工事に伴う土地質収の為の代替地

が，長岡京市今里四丁目に設けられ， その地が長岡京跡の一部lζ当ることから，土地造成

を行う京都府土地開発公社から依頼を受け，遺構の有無を確認し記録保存を図るとともに，

重要な遺構が検出された場合には，保存の為の資料を作成することを主な目的として調査を

行った。当該地は，長岡京市井ノ内から大山崎町下植野に至る河岸段正の縁辺に東接し，長

岡京跡の推定二条大路lと当る。また，当該地l乙西ttして，弥生時代から古墳時代，そして平

安時代の集落を検出した外環状線IT T北部地区の調査地がある。乙うしたことから， 当該

地では，長岡京の遺構の他，平安時代や古境 ・弥生時代の遺構の検出も期待された。

調査は，造成地のうち幅6mの道路部分を対象とし， 当センタ ー調査員山口博 ・小山雅

人が担当し昭和56年6月5日から始め，その後悔雨の長雨にたたられながら， 7月25日まで

A
－－ 

第 20図調査地位置図
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実施した。 その間，橋本稔 ・徳網克己 ・高島 登 ・上野真 ・小塩礼子の各氏には，調査補
（注2)

勧員 ・整理員として参加いただき，長岡京市今里及び向日市鶏冠井町在住の有志の方々には

作業員として御労力を賜わった。また，長岡京市教育委員会及び長岡京跡発掘調査研究所か

らは司さまざまな御指導 ・御協力を得，京都府乙ヨ｜｜土木工営所には，調査の便宜を図ってい

ただいた。記して感謝の意を表したい。

2. 調査の経過

調査は，擁壁工事の関係やその他種々の事情から，造成地内の道路部分に幅4m，長さ 18m

のトレンチをまず入れ，その後進入路部分にl隔2m，長さ20mの 卜レンチを入れることとなっ

た。重機によって盛土を除去しその後人力によって掘削に入った。

調査地の地区割は，調査地の北西端付近に任意の原点 (1, A）を置き，そ乙を起点lζ東

西南北lζ3m方眼lζ割り，原点 (1,A）から東へj慣に数字で，南へアルファベッ トをつけ

て地区割として，杭の北西の一角を持ってその地区名と した。

11 .ll JL 

1L JL !L 

一一

r 
第 21図調査！地平面図
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調査はまず，西の4m幅の卜レンチの盛土を除去することから始めた。厚さ約 150～180cm

の盛土 ・耕作土を除去すると，西半部では，褐色の粘質土が，東半部では灰色の粘質土が検

出された。乙の灰色の粘質土層は，褐色の粘質土層lζ乗っており，平安時代の造物が出土し

た。そ乙で，人力lとより，乙の灰色粘質土層を除去し始め，褐色の粘質土層を検出し，乙の

面で遺構検出作業を行ったが，6月中は連日の雨で水扱みに終止した。その後，乙の褐色の

粘質土層の面でピットが切り込んでいることが判明し，東へ トレンチを延長した。そこでも

同様にいくつかのピット を検出し，乙の十月色粘質土の面で掘立柱建物断、3棟（SB7602・76

03・7604）を確認した。また，乙の面では，所々に砂層や砂疎層が堆積し，洪水を受けた形

跡が認められた。

その後，図面作成 ・写真撮影を終え褐色の粘質土層を除去し， H音褐色粘質土の上面で造檎

検出作業を行った。褐色粘質土層からは， 長岡京期頃の遺物が出土し，階褐色粘質土層の上

面から切り込まれている南北方向の溝（S D7606）をトレンチ東端部で検出した。乙の満は，

T!'.1、礁で埋まっており，また得J色粘質土層の上而と同様， 暗禍色粘質士層の上面にも，所々砂

J1g;iや砂牒屈の対｝積が認められた。

この後，H音褐色粘質土層の除去作業を徐々に行い，迫構検出作業を行った結果，竪穴住居

跡2基（SB7608・7609）を検出した。また，弥生時代の土填l基 csIく7610）を認めた。
その後，図面作成 ・写真撮影を行った後l乙 トレンチ北壁と西壁に沿って，土層観察等の

為の小 トレンチを入れ，土居断面図を作成し，調査を終了した。

＊接地の 7ANITT地区では， 耕作土・床土居の下iと，平安時代の土器包含層である灰

色粘質土届があり，その下層lζ長岡京期頃の造物を含む褐色粘質よj闘が存在し，そしてその

8 9 10 11 

ド2B50()-n 

I 盛土層

2. 耕作土層
3 灰色粕質土層
4. 灰色粕質土（砂を7ロンク状に含む）

5 惜色混じり灰色砂層
6 灰色砂層
7. 掛ましリ備色粘質土居
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16 f品色砂聖書払；
17. 機 J毘じり灰色粘土層

18. 灰渇色砂礁住j

第 22図 卜レンチ北壁土層 l'ZI

- 33 -



京都府遺跡調査概報第3冊

下に古墳時代や弥生時代の土器が出土する暗褐色粘質土層があって，地山の黄色粘土層とな

っていた。しかし当調査地では，黄色粘土層はほとんど認められず，その下層の灰黒色粘土

層が最下層の遺構面となっていた。また，平安時代の遺物包含層の灰色粘質土層も酋へ行く

と認められない。これらは，当該地が西の段丘と東の小畑川の氾i監原との丁度境lζ当り， 西

から東へ傾斜している土地の為，堆積していなかったり，後世の削平を受けた為であろう。

当該地は，トレンチの丙端部と東端部とで.＂斉制色粘質ゴ層の上而で 約70～80cmの高低差を

持っている。

3. 検出遺構

今回の調査地で検出した遺構は，掘立柱建物跡3棟（SB7602・7603・7604），南北方向の

潜（S D7606），竪穴住居跡2基（SB7608・7609）そして弥生時代の土域（SK7610）など

である。その他，若干のピットを検出しているが，建物跡としてまとまるには至っていない。

S B7602は， トレンチ丙半部で検山したもので，東西方向に2問分検出 した。柱間寸法

12 13 十

A 

一一ーし＝28.500m 

。 2m 

第 23灰I S D7606 実 測閃
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は約270cmを測る。対応する柱穴は 卜レンチ外にも存在しているものと見られる。

S B7603は， トレンチ 東端部付近で検出したもので，東凶l聞の建物跡である。南北プi

向は， トレンチ内では1間分を検出したのみで， トレンチ外へも延びているのであろう。柱

間寸法は，東西約150cm，南北約180cmを測る。

S B7604は，S B7602の南側で検出 した建物跡で，東西方向に3/l¥1分を検出している。

北側で対応する柱穴が泌められない乙とから， トレンチの南側の外lζ対応する位火が存在す

る模様である。柱間寸法は，約240cmを測る。

これら3棟の掘立柱建物跡、は，福色粘質土層の上面で検出したものであり，平安時代の建

物跡である。それぞれ，北に向かつて少し東へ振って建てられている。

s 07606は，H音補色粘質土居の上国で検出した講で，ほぽ南北方向に流れている。大部分

砂礁で埋められており，i務中からは，粁平瓦（第25図－24）や須恵、器杯身（第25図ー18），円

3 4 5 

A 

8 

一－L=28500m 

。 2m 

第 24図 SB 7609 実 測図
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面硯（第25図－19），土師器Illl（第25図－5）などが出土している。幅約230cm，深さ約60cmを

測る。底面のやや西よりに，l幅約50cm，深さ約20cmをiJl!Jる浅い構状の落ち込みを持ってい

る。乙の部分が恐らく，常時水のi流れていた部分であろう。乙の議からは，平城京の軒平瓦

や長岡京湾j頃の土器が出土しており，また＊接地の調査で長岡京の西二坊大路の西側溝を検
（注4)

出していると乙ろから，乙の議は西二坊大路の西側溝であろう。

S B7608は卜レンチ東端部付近で，S B7603の下層から検出された。東北コ ーナ一部分

のみが トレンチ内にあり，他はトレンチ外であるので，長さ等は不明である。深さは約30cm

を測る。

S B7609は，4rn幅の卜レンチのほぼ中央部近辺で検出したものである。南北の端は，

トレンチ外にそれぞれある。東西長約380cmを測り，深さは検出時点で約20cmある。住居跡

西南部で柱穴を1個縫認した。造物は，古墳時代頃の土師片が出土しているが，みな破片が

小さく，調整等は不明のものが多いので，詳しい年代は判らない。ただ，階褐色粘質土を掘

り下げ中， ζの住居跡の上から須恵器の杯身（第25図 22）が出土しており，東接地の調査

でも主Gべられているように，古墳H寺代の遺構は｜培褐色粘質土層の途中から切り込まれている

が，土層の識別が困難であり，削り過ぎて初めて検出できるという状態（ふ1この遺物も，
S B7609 K伴うものの可能性がある。

S K7610は，4ml隔と2m幅の卜レンチの境付近で検出したもので， 卜レンチ北側に半分

以上出ている。東西長約120cm，深さ約50cmを測る。域内からは，弥生式土器の聾（第25図

-23）等が出土している。

4. 出土遺物

今回の：J』l食では，弥生式土器や土＠1ji器 ・須恵器 ・瓦や円面仮などが出土している。

土師器は，皿 (1・3～ 5），椀 （6・7），蓋（8），斐（20・21）などが出土している。

1は，外面全面にへラ削りを施し，口縁端部は内側に少し肥厚している。3は，底部外面と

休部下半にへラ削りを施し，口縁端音llは丸く おさめている。 4は，外面全面lとへラ削りを施

し，口縁部は外傾する端面を有している。 5も外面全面lζへラ削りを施し，口縁部は，外傾

する端面を持っている。6・7は外国全面にへラ削りを施し，6はやや丸底風の底部を持ち

口縁端部を丸くおさめ， 7はやや平底で，口縁端部を内側lζ折り返し肥厚させている。8は，

つまみを有し，口縁端部を内側lζ折り返して肥厚させている。調整は，器表の荒れが激しく

大部分残っていないが，外面はへラ削りを胞した後にへラミガキを行い，内面はナデている。

20は，口頭部を「く」の字状に外反させ，端部は，外傾する端面を有し，内側へ肥厚してい
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どこ
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第 25図出土造物 実 測図
1, 3, 4, 6～9, 11～13,15～16.褐色粘質土層 2, 10.灰色砂層 5,17～20, 21. S D 7606 22. U{f褐
色粘質土 21.ピット 23. S K 7610 1, 3～9, 20, 21.土附器 2,9～18, 22.須恵器 19.円面鋭
23. ~t生式土器 24. 車1平瓦
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る。調整は，口縁部内面lζ横方向のハケ目を施しであるのが読みとれるが，残りは，剥落し

ていて不明である。21は，やや球形の胴部に「く」の字状に外反する口頭部を持ち，胴部外

面lこは不定方向のハケ目を施し，口副部外面は縦方向のハケ目を施した後横ナデを行ってい

る。口瑚部内面は横方向のハケ目を施し，胴部内面は，ハケ目を施した後，ナデつけている。

須忠器は，杯身（ 2・14～18・22），杯蓋（9～13）などが出土している。杯身は，高台を有

するもの (17 ・ 18）と高台を有しないもの（ 2 ・ 14～16）がある。 2 は， ／€~］台を持たず， 平

底の底部から外上方にほぼ直線的に立ち上がる休部を持ち，口縁端部は丸くおさめ，口縁部

内面に沈線を有している。口縁部 ・休部外面及び内面には回転ナデを施している。14～16も，

平底の底部から直線的に外上方iζ立ち上がる体部を持ち，口縁端部は丸くおさめている。15

は，底部がやや上げ底風を呈する。口縁部 ・体部外面及び内面には回転ナデを施す。17・18

は，ともに休 ・底部の境のやや内側に高台を有し，外上方に直線的lζ立ち上がる休部を持つ。

口縁端部は丸くおさめ，体部外面 ・口縁部及び内面には回転ナデを施している。9は，平坦

な天井，.部につまみを有し，口縁音j）は欠失している。10・11は，平坦な天井部と内側lζ屈曲す

る口縁部からなり，11は全体に扇平である。 13は，やや丸l床を帯びた天井部を有している。

12は，平坦な］頁音ISにやや扇平な宝珠つまみを有し，屈曲した口縁部を持つ。 22は，丸l床を帯

びブこ底部を持ち，口縁部は内傾して立ち上がり，端部は丸くおさめ，受部は外上方lこのびる。

底部及び体部下半には回転へラ削りを行い，他は回転ナデを施している。

l~t (19）は，須恵器の円形の硯で，1見面の周囲には一段高い闘線がめぐり，l胸部の裾は外

プjへ屈曲している。碗足には，細長い透し孔を持っている。

23は，弥生式土器の整の底部で，内外面にハケ目を施し，底部は上げ底状を呈している。

24は，平城宮式の6663形式の軒平瓦である。

以上の造物のうち，5・17・18・19・20・24は SD7606から， 23はSK7610から出 kし

たものである。 21もピッ ト内から出土したものであるが，そのピットはトレンチ幅が狭小の

為対応するピッ トが認められず，建物跡としてはまとまっていない。残りは，包含居中から

の出土であるが，2・14は灰色の砂層から，22は暗褐色粘質土層から出土した以外は，褐色

粘質土層から出土したものである。

5. 小 結

今回の調査では，平安時代の掘立；柱建物跡3棟（S B7602・7603・7604）， 長岡京期頃の

南北方向の溝（S D7606），古墳時代の竪穴住居跡2基（S B7608・7609）そして弥生時代の

土城（SK7610）を検出した。特に SD7606は，位置関係からみて西二坊大路の西側溝で

nxu 
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長岡京跡（正i京第76次）

ある可能性が~l 、。 また 3 今｜叫の調査でも， 東接地の 7 ANITT中央部地区の凋査で検出

した平安時代や古墳 ・'J1J；、主時代の集落の跡を検出した。当調査地は，西方の段丘と以前の調

倉地との間にあり，今回の調企で段丘のすぐ横まで集落の及んでいることが判明した。今後

調査が進めば，乙の集落の範囲がどこまで及んでいたのかが明確となってこよう。特に，段

丘上との関係が注目される。 （山口博）

（注 1）高級美久二他「長｜司ボ跡右ボ第26次発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報 (19802）』

京都府教育委員会） 1980 

（注2）今回の調査に参加していただいた作業員のブjは下記の通りである。 （敬称略）

小山陽太郎，山田真一，橋本洋一，中小路徳造，大恨精一，能勢龍一

（注3）注lK同じ

（注4）注lK同じ

（注5）注1（ζ同じ

（注6）注 1IC同じ
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5. 長岡京跡右京第78次発掘調査概要

(7 ANGAR Il地区）

1. はじめに

第 26図調査地位置図

今回，京都府立向日ケ正養護さf校においてプレイノレーム建設の計画が持ち上がり，当該地

が，長岡京跡の推定二条四坊の地lζ相当すると ころから，進府の有無を縫認し，記録保存を

図るとともに，必要な場合には保存の為の資料を作成することを主な目的として，調査を実

施した。調査を実施した向日ケ丘養護学校は，長岡京市井ノ内朝日寺に位置し，周辺lζは，

弥生時代等の集落跡である井ノ 内遺跡や前方後円墳の狐塚古頃が存在している。また昨年度

本養護学校のグラウ ンドの東端部が発掘調査され，中世の掘立柱建物跡や古墳時代の旧流路
（社1〕

が検出されている。今回の調査地は，前年度調査地の西南約80mの所で，養護学校敷地の

西南端に位置している。調査地の西方は竹林となっており，その竹林より調査地は現在2～

3 rn低くなっている。

現地調査は，昭和56年8}-j 3日から8月18日まで行し、調査補助員として橋木稔・上野真
（注2)

・小熊秀明氏，整理員としては小塩礼子氏の参加を得，向H市鶏冠井町有志の方々には作業
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員として御労力を賜わった。また現地の向日ケ正養護学校には種々調査の便宜を図っていた

だき，長岡京跡発掘調査研究所の方々や京都大学理学部地質学鉱物学教室研修員橋本清一

氏には，さまざまな御協力 ・御指導をいただいた。ここに記して謝意を表したし、。

2. 調査の経過

プレイノレ一ム建設予定地に 8Ill×lOmの トレンチを人れ，重機により盛土を除去した。盛

土は厚さ約 30cmあり，乙れを除去したところで黄色粘土層の地山を検出し，以後人力により

遺憐検出作業にはいった。この黄色粘土層の面で，遺構精査を行った結栄，福色のi沙礁で埋

まった土域状の落ち込み2か所（SXOl・02）の他には，盛土と同様の土で埋まった現代の

校舎

。
マ
ト、

∞ 
" 
' 117920 

渡
廊
下

校舎

+ 117.930 

。 10m 

):j'~ 27図 調査地平面図
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撹乱；娯や重機の爪跡と思われる3本の平行に走る溝状のものを縫認したにとどまった。重機

の爪跡状のものや，現代の撹乱i肢は，養護学校造成時のものと考えられる。現在，調査地は

西側の竹林よりかなり低くなっており，乙の養護学校造成時にかなりの削平を受けた模様で

ある。

褐色の砂燥で.ill!まったこL：.城状の格ち込み（SXOl・02）は，sXOlが南北長約300cm，東山

長約140cm以上，深さ約60cmを測り，SX02が＊凶長約260cm，深さ約15cmを千Jしている。と

もに造物の出土は皆無であったが，橋本清一氏の御教示によれば，前年度調査を行った右京

第44次調査（7 A NG A R 地区）において検出した古墳時代の旧流路（SD4308・4309）と

同じ砂礁で担まっているとのζとであった。こうした乙とから，今回検出した SXOl・02も，

古境｜時代頃の旧流路の一部である可能性が強く，後進学校造成叫に削平を受けて，流路の深

い部分が一音ll残存したものであろう。

これらの迫構を掘り上げ，写真撮影 ・実測図作成を行い， トレンチの西監と南壁lζ沿って

サブトレンチを入れ，下層lζ遺構等のないことを確認したうえで，現地調査を終了した。

3. Jj＼結

今回の調査においては，11干尉H寺代国の流路の一白llと考えられる土i康状の落ち込み（SXOl 

・02）の他は，上述の様lζ撹乱墳を検出したにとどまった。養護学校建設II寺l乙大幅に削平

を受けたものとみられ，現在のHι長では，前記の流路の一郎の削り成された部分を除き遺構

第 28凶 石」x~ 44次・78次調査位置関係 図
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は存ιしていない。ただ司 S XOlゃ02に， その姿を間めている旧i走路は，現在養護＇－￥：校の
南を流れる坂川が，台墳時代頃当調査地あたりから，右京第44次調査地あたりへと養護学校

内f!jljの竹林をよど回しながら．養護学校内を東北流していたことを示すものであろう。

（山口博）

（注1）引！以l文治他「長岡；；（助、 n1H1155年度プ1:1岡市＇，J概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報 (1981-1 ）』 京自~＼

的教育委員会） 1981 

（注2）調査に参加 ・協力いただいた作業員の方は下記の通りである。（敬称略）

橋本建一，大似清一，五十楼春一， ilr内 芳治，中小路徳.i!'l，木村芳久，11谷辛ー

Cl主3）作1に同じ
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6. 長岡京跡右京第79次発掘調査概要

(7 ANNKN地区）

1 はじめに

第 29I羽調査地位置 ｜苅

今回の調査は，京都府立乙司｜｜高等学校の武道館建設に伴い，当地が長岡京跡の推定右京七

条二坊の一部に当ることから，遺構の有無を確認し記録保存を図るとともに，必要な場合に

は保存の為の資料とする乙とを主な目的として実施した。当該地は，長岡京市友岡 1丁目 1

1 ＇ζ存在し，長岡京市井ノ内から大山崎町下植野lζ至る比両数m程度の河岸段丘の縁辺lζ
位買い 調査地のある乙訓高校を挟み，その外の東と西ではかなりの比高差を持っている。

制査地の西，道路を距てた地は一段かなり両くなっており，乙訓i両校東側の現水田は，3m 

以上低くなっているO こうしたことから，乙訓高校の敷地は，その前身である競馬場造成時

に西側の段丘を自ljり，東側の低地を埋めて造成したものら しく，今回調査地周辺は， 造成時

に削平を受けている可能性がある。ただ周辺からは弥生式土器の採集もあり，乙訓高校の東
（陀 1)

北の隣接地では，試掘調査によって弥生時代の遺構 ・造物が検山 ・出土している。また，南
（注2)

方のこの乙訓高校が存すると同じ段丘上には，友岡廃寺が存在し，また古墳時代の住居跡が
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検出されている。当該地も，競馬場造成時の自I）平がそれ程ひどいものでなければ，i立椛等の

袋存している可能性は高い。

稔 .t野

真 ・小熊秀明の諸氏，整理員として竹原京子 ・森井千佐子の両名の参加 ・協力を得た。また，

向日市鶏冠井町在住の有志の方々には作業員として御労ブJを賜わり，

調査補助員として樹木現地調査は，昭和156年8月19日から8月31日まで行い，

乙訓高校からは調査の

九の便宜を図っていただいた。さらに長岡京跡発掘調査研究所からは， 御折導 ・術l協力を得

た。記して謝志；を表したい。

調査の経過
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武道館建設予定地l乙 11×15mの トレンチを入れ，一部商と北へ 41111隔の 卜レンチを拡張

した。重機により盛土を除去し，以後人力で掘削に入った。厚さ約30～50cmの盛十を除くと，

地山と思われる礁の混じった黄褐色の粘土屈となる。との面で遺構精査を行ったところ，幅

約30cmの南北に延びるコ ンク リート製の溝と トレンチ南東部で短径約240cm長径約540cm

深さ約15cmの浅い現代の土扱状の落ち込みを検出 した。それぞれ遺物は現代のものが届く少

量出土したのみである。現在の乙訓高校は，jjij述した様に競馬場の跡地を利用したもので，

現在もその形跡をとどめている。乙のコンク リート製の溝は， 乙訓高校の西側の境界とほぼ

平行して走り，おそらく競馬場当時の馬場の内側の排水溝であろう。現代の土墳状の落ち込

みは， 競馬場から高校となる時l乙若干の感土をして建設した際の盛二｜｜て事の時にできたも

のであろう。盛土と同様の土が落ち込んでいた。

その後， トレンチの南ぽーと西壁lζ沿って小 トレンチを入れ深侃りを行い，下層iζ造椛面の

存在していない乙とを確認した。

3. lj＼ 結

今回の調査地では，南北方向lζ走るコンク リート製i持と現代の撹乱城を検出したにすぎな

い。コンクリ ー卜製の潜は， 競馬場の馬場の内側の側溝と考えられ，前述した様l乙競馬場

建設｜侍lζ調査地一帯の両校敷地西半部lとかなりの削平を行い，＊半部を組めて造成したもの

であろう。乙うしたことから，高校敷地西半部においては，追跡の残存する可能性は薄いが，

東半1511においては，｜ド｜一年度の試掘剥査の結果等からも，遺跡の残っている可能性はかなり高

し、。

（注1）長岡京財右京第56次発掘調査 長岡京市調査員戸原和人氏の街l教｛受による。

（注2）長岡京跡右京第62次発掘調査 長岡京市調査員山本輝雄氏の御教J受による。

（注3）調査KVf事していただいた作業員は下記のとおりである。（敬称略）

(i/ I U 博）

栃木佐一，中小路徳造，大恨 清一，iii内 Jj治，木村 芳久，＂＇科 卒一，Tl.十抜春一
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7. 長岡京跡右京第83次発掘調査概要

(7 ANINC地区）

1.はじめ に

長岡京市では，都市計画街路石見 ・淀線の街路改良工事の計画があり，当該地が栢武天皇

によって延暦3 (784）年から延暦13(794）年ーまで都の置かれた長岡京の跡の一部lζ当って

いると ζろから長岡京市都市計画課と長岡京市教育委員会が協議を行い，遺構の有無を確

認し， 記録保存を阿るとともに， 重要な辿ti~を検出した場合， 保存の為の資料を作成する乙

とを主な目的として当調査研究センターに調査の依頼をし，実施した。

調査地は，長岡京市井ノ内から大山崎町下植野lζ至る比高数mの河岸段E上に位置し， 前

記の長岡京跡の他lζ，弥生時代から平安時代までの集落跡である今里追跡に当っている。ま

た弥生式土器等の散布地である井ノ 内追跡に近接し，東方には白鳳時代（奈良時代前期j)の

古瓦が出土する乙訓寺が存在する。こうしたととや，都市計画街路予定地における下水道幹
（注2)

線埋設の立杭掘削lこともなう立合調査の結果から，長岡京の条坊や弥生時代から中世にかけ

ての集落跡，そして古墳の存在などが期待された。

調査は，長岡京市教育委員会，長岡京市都市計画課，京都府教育委員会等が協議を行った

結架，今年度は今中西／口一帯と今里藤ノ木の地区をrjI心lζ行い，すでに擁壁工事が行われ

た今llJ.蓮ケ池のあたりに，試掘調斉の為の トレンチを3か所入れることとなった。そ して，

制査の実施は長問京市占~）市計｜白l課から委託を受け， 当制杏研究センターが行った。

調査は， 昭和56年10月26円から始め， 昭和57年3刀25日までの予定で当センター調査員

長谷川 達 ・山口 博 ・小山雅人 ・竹井治雄が担当した。その間，調査補助員 ・整理員として

石原徳行，岩間信哉．岡井透，岡崎文和，小町康裕，川端慶司，五島勝，坂本守，

篠原俊一，禿野恒弘，園iJ」降輔， 高島利洋，竹田 j札 同村泰造， 中尾雅之，中村洋平，

知｜哲.9::.｝肥後弘幸，福富仁，森村 敦，世続武ff:，赤司 紫，和泉まゆみ，臼;Jj：千映子，

阿川係子， 小倉美奈子， ii l斐富美子， 木戸裕美． 木村美智代， 小／市千歳， 小嶺礼子，

榊j京弘美＇ li'J、山ちさと，竹原京子，田村昌子，出口ひとみ，rp凶 恵，Lj」村美也，伴 圭子，

藤JI：純子，藤野正ft也藤原千革，村ill向夏美子，吉沢素子，JI［上淑子，木倉千恵子，古住利子，

山木ヒナ子，白井和l子の各氏の参加を得，向日市 ・長岡京市在イiーの有志の方々には，作業員

として御労力を賜わった。また所長の中山修一先生はじめ，長岡京跡発掘調査研究所からは，
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第 31関調査地位置図
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数々の御協力 ・御指導を得，長岡京市教育委員会及び長岡京市都市計画課からは．調査の実

施に当って便宜を図っていただいた。記して謝立を表したい。

調査は，今尚，南方部の地区を中心lζ続行中であり，今回の報告は北方音i）の調査地区を中

心にA～Kまでの各 トレンチ （第32図参照）のうちA～IIまでの卜レンチの現状での主要な

検出治構等を概略報告する。

2. 調査の概要

調査は，前記したように昭和56年10月26日から始め，第32図lと記しであるようにA～Kの

トレンチを入れ，北方のA トレンチから順次侃削にはいった。その結果，古墳H寺代の土域や

奈良II寺代頃の似立柱建物跡 ・井戸跡，そして長岡京の条坊の側溝と考えられる構などを検出

した。また他には，中世頃の小さな自然J走路や古墳時代から奈良町代頃の造物が出土する大

きな流路を検出している。

A・B両卜レンチを中心とする北方部地区では，南北方向に流れるijJ世の遺物が出土する

溝状追構（SD8302・8303）と東西方向及び南北方向lζ流れる奈良時代頃のi造物が出土する

溝（S D8301・8315）柱穴併，そして古墳時代の土娯（S K8318），持（SD8317）等を検出

した。その後， AトレンチとBトレンチを長岡京市都市計画課と協議した後，一部拡張した。

C ト レンチ は， オー ~j，~ ( S K8320）の他は若干のピットを検出したにとどまった。

これらA～Cトレンチでは，耕作二上屈の直下で逃檎面となっており，造物包合！蛍はほとん

ど存在せず，後世の削平をかなり受けている可能性が強い。そして，これらA～Cの各トレ

ンチに関しては，工事等の関係から12月に関係者への説明会を開き，埋め戻した。

仁｜！央官I）のD～H卜レンチでは，奈良時代を仁jJ心とする多くの掘立柱建物府（S B8321・

8322 . 8323・8324・8325・8326・8328・8329・8330・8335・8339・8351・8352・8353・8357.

8358・8360・8376）と井戸跡（S E8332），海（SD8331・8333・8334・8355・8362・8363・

8364・8375）柵列（S A8359）と SK8338などの多数の土販を検出している。これらの遺構

のうち掘立柱建物群は，大きく分けでほぼ真南北の軸線にのるものと，大きく真南北の紬線

からj反れている二つのタイプがある。講のうち，SD8355と中世の造物が出上する SD8375 

は， ほほ真東西方向へ流れているが， それ以外は東北方向や東南方向へ流れている。 また

F～H トレンチでは，灰色粘質土で思まった中世の造物が出土する構群と奈良H守代頃の村穴

と同じII音程J色粘質土で埋ま っている満群を多数検出している。とれらの溝群は幅約15～20cm

で， i~ さ約 5 ～lOcm のもので， 灰色 ・ l倍褐色粘質土で埋ま ったhもとも現在の陛畔とほほ、同

様の方向性を持っており，奈良時代を中心とする時期の柱穴を切っている。
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j卜レ現時点において，I • J両 トレンチにおいて，多数の柱穴を検出し，南方部では，

Iトレンチ東南部付近でほぼ真南北の軸線にのる総柱の掘立柱建物跡2棟を確認している。

J 柱穴は，ンチでは， 中世の迫物を含む黄色混じりの灰色粘質土の大きな落ち込みがあり，

トレンチほと多くは検出されていない。中近世頃の削平の為に失われたものかと思われる。

その北端部近くで， 幅約 12.3mある流路を検出し， i走路i:j:iからは，古墳時K卜レンチでは，

黄色粘乙の流路のI判ブJからは，主？こ、代から奈良時代の」誌や流木などが1+1土している。

土と県色粘質土がブロック状lζ含まれている土肢を多く検出したが，掘立柱建物跡は 卜レン

チ内には存在していない。黄色粘土と黒色粘質土をブロッ ク状に含む土~j~中か らは， 造物の

出土がほとんとみられなかった。ただ，黒色粘質土で埋ま った土旗中から，埴輪片なとが出
（白4)

士したことは，以前の立合調査での調査結果のように，この近辺に古墳が存在していた乙と

を 卜分に窺わせる。

A～F及びI-I卜レンチの今年J支の調査では，以上のような調査結果を得Tこ。次主主以 卜］ζ，
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・ 118.0•5 ←

主要な追構と若干の造物について述べる。

構

（茸;33凶）

遺出

Aトレンチ

検3. 

118.048 

A卜レンチでは，＊西方向の満（S D8301〕

東南lと抗と南北方／／1jの泌（s 08302・8303),

一118051一るれ講（S D8304）宅を検出した。

S D8301は，砂l球で埋まっており，非常に磨滅

した奈良llo'jf＼の須忠器の小片が若干 iJ＼土し，
118.054 

l幅約 150cm，深さ約 30cmを測る。当初士三間以の

二条大路の側議である吋能性も考えられたが，

118057 ← 
東北方向へ屈曲して流れ東イj[ljへ拡張した結梨，

508302 ており，二条大路の側満である可能性は消えた。

. 118060 一S D8302・8303は3 制色混じりのJ火色粘質土

！蛍中から1l.器片が出イし

深さS D8302 は， 幅約 30～40cm を~[IJ り ，

や砂で担まっており，

た。

SK8305 

118.063 －ー

SD はlllllうがあり，約 10～30cmを有している。

5m 。
レンチ平副図A 第 33区l

8303は，幅約30cm，泌さが，；lOcmを／JllJり，SD8302 

S D8302からは，1l.器片の他

- 51 
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lと土馬 （第40図 25）が山土した。心
∞
ふ
M
m
WI－
－

’M
∞ゐ
U
M－
－

－
M

∞＆
ω
ω
ll
 

時

∞ .. 
ふ』α， 

・118.072十 深さ約5cmの浅いS D8304は，幅約30cm,

やはり瓦器片が溝状遺構で灰色の砂で埋まり，

出土した。

拡張部の北端部で検出したもS K8305は，

ので，東西径約200cmを測り，深さ約 30cmを有

遺物S D8301と同様の砂礁で埋まり，する。

の出土はなかった。

Aトレンチで検出した潟は，以上の結果から

日然流路である可能性が強い。

（第34図）B卜レンチ

古墳H寺代の土旗（SK83 Bトレンチからは，

そして，奈良時代頃の遺とi港（S D8317) 18) 

その溝に先行す物が出土した泌（S D8315), 

る掘立柱建物跡 （S B8319），黒色粘土で埋まっ

た浅い落ち込み（S X8314），中世の迫物が出

を検出した。ニ｜ーした満（S D8312・8313)

S D8312・8313は，東北から｜東へ延ひ、る深

さ約5～lOcmの浅い溝で，途中で合流し，幅は

約30～40cmを測っている。

黒色粘土で埋まった深さ約 10S X8314は，

ー118075 ~ 

118.078 

508317 

118081 ←→ 

-118.084 

・118.087

’118.090 

-118.093 －ー

118 096一一

～15cmの浅い落ち込みで，南方へ済状IC延びて

浅い沼状のものであったと思わいる。恐らく，

れる。

Sm 。-118.099 －ー

S D8315は，南北方向に延びる幅約 120cm以
レンチ 司王 l血図トB 第 34図

上，深さ約 15cmの潟で，肩もゆるやかに終ちている。満lhからは， 奈良時代頃の造物が出土

し，東北方から幅約30cmを測る満（S D8316）が流入している。

柱間寸法は南北約 180cm東西｜ヰJ北I間，見i凶2間以上の掘立柱建物跡で，S B8319は，

150cm を測る。

深さ約 15cm

などが出土している。

S D8317は，SK8318を切って存在し，西南方向へ延びている。幅約30cm,

を測る。溝中からは，古墳時代末の須恵器高杯（第40区J-24)
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幅約40cmの段を一段イ7深さ約80cmを有する。北側lζ，径約250cmを測り，s Iく8318は，

との土瞭中からは，古J:J't時代の須志、器の杯身（第40区1-22・23）柄、蓋（第40図一している。

18・19・20・21）などが出土している。

（第35図）C卜レンチ

Cトレンチからは，いくつかのピットの他は， 径約50cm，深さ約30cmを測る小L嬢csIく

内面の返りを有する宝珠つまみを持ち，との土域中からは，を検出したにすぎない。8320) 

須恵、器の杯叢が出土している。

一部拡張してそ一辺約40cmの方形侃方を宿する柱穴を検出し，トレンチLiI央部付近で，

乙の トレンチでは，の柱穴l乙続くものを探したが，対応するような柱穴は確認できなかった。

耕作土直下で地山の黄色粘土居となっており，また柱穴の深さも約lOcmしか残存していない

ので，対応する柱穴は後世の削平により失われた可能性がある。

ω
∞－aM＠
 

！

M
句
ゐ
ωuw

t

~ 

∞ ゐω 。
118 177 ・i 

（第36図）

Dトレンチでは，現在倒立柱建物跡6棟を検出 してい

Dトレンチ

る。

南北4間，東西2間以上を有し，J上間寸S B8321は，
令118.180

法は南北で約180cm，点西で約210cmを測る。

南北1間，東西2!HJ以上の規伎を持ち，S B8322は，

・118.183 

柱l国寸法は｜羽北約180cm，東西180cmと210cmをiJllJる。
。

S B 8321などの南で検出したもので陶S B8323は，

118 186 

柱間寸法は，南北北1間，京丙1間以上の創模を有し，

東西約180cmを測る。約 l50cm,

118.189 バ~1!).i 21旬以上令してお南北l間以上，S B8324は，

り，柱間寸法は南北約150cm，東西約150cmを測る。D卜

レンチ内では，故も西（と偏して建てられている。

s 138325は，束西！ζ4間以上の規伎を持つ建物で，東

凶 11'~jj[リともトレンチ外に延びているので判然とはしない

が，恐らく南北方向は2間の規模を持つものと考えられ

118198 る。柱聞は東西約 195cmを渋｜！り，雨北は約180cmを有す

るものかとjft定される。

5m 

Cトレンチ平面図

。
第351:61 

118.201 -柱間寸

- 53 -
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法は，南北で約180cm，東西で約 180cmを測る。
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以上の侃iL；柱建物跡は，SB8321・8322・8323・M
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∞ 
-11&334+ S B8325・8326の二つのグループに分か8324と

S B8321・8322・8325・またれて建てられており，

8326は，同様の角度で西へ偏している。

（第37図）Eトレンチ

11&339 

E卜レンチでは，掘idJ建物跡5校cs138328・
とと井戸 （S E8332) 8329・8330・8335・8339)

溝（SD833l・8333・8334）そ して SK8338等

の土撲を検出している。

S B8328と8329は，共lζ東凶 ・南北両方向と

ほほ問機の振れでも約210cmの柱間寸法を合し，

東西1間以上のS B8328は，西へ偏している。

規模を有し，南北は柱穴の存在が予想される所に

588321 ー118.342

-118.345 

-118.348-

l間しか確認され現代の撹乱が存在している為，
118 351 

南北2東西2間以上，S B8329は，ていない。

間以上の規模を持つ。118.354 

S B8330は，東西・出北とも 3間以上を維認し

ている。柱聞は，南北 195cm，東西 180cmを測る。

S B8339は，南北2間，東西3間以上の規模を

有し，柱間寸法は，南北で約240cm，東西で約210cm

S B8330なとよりは，西に偏している角を計る。

伎が小さし、。

S B8335は，東西1間，南北2聞の規模を持ち，

柱間寸法は，東西で約240cm，南北で約 150cmを

ー118.357-

118.360 

-118.363 

ほぼ真南測る。 前記の4棟の建物跡とは異なり，

北方向lζ建てられている。

0 Sm 
I v一一」

-118.366--

s £8332は，一辺約 150cmの掘方を有し，i楽さ
D トレンチ 平副lヌl第36凶

須忌；器の杯身 （第40図 3, 約 180cmを測る。井戸杵のー音15が残存している。井戸内からは，

などが出土してい7' 10, 14, 16）や査の矧部（第40図 15）や瓶子形の査 （第40凶－17)

S B8328ゃ8330という倒立柱建物とは｜時期が異なる可能性が

- 54 -

る。井戸の掘方の方向から，

強い。
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S D8331は，ほぼ東西
方向iζ延びる M

∞b
M
a
 

満で，幅約 40cm，深さ
約 10～15cmを

A
Qト
十

測る。

S D8333は，東南方向に
延びる幅

約lOOcm深さ約 lOcmを
訊Jjる泌である。

トレンチの西南コ ーS D8334は，

118.381-ナーからやや弧状iζ東
北方へ延び、るi持

深さ約 5～lOcmを測幅約60cm,で，

る。
118.384ー

（第3812?1)Fトレンチ

'588329 

Fトレンチからは，掘立十
上怨物跡6

118387-
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8364）柵列（S A8359）
及び自然流路

118.390ー

S D8350等を検出した。と思われる

S B8351は，南北3問，
東西3聞の

ー118.393-

規模を有し，東側iζ府
を持っている。

南北で約 180cm，東西は

身舎部分で約 210cm，胸
部分で約270cm

柱間寸法は，

-118396-

を測る。

S B8351の南側にほS B8352は， -118399ー

ぼ柱筋を揃えて建てら
れており，南北

3間，東西2聞の規模
を有している。

-118.402-

東西で約柱間寸法は，南北で約1
80cm,

210cm を測る。

-118405-

S B8353は，東西 2間，
南北2聞の

規筏を持つ総柱建物で
，柱間寸法は，

東西約 150cm南北約 1
35cmを測る。 -118408-

S B8357は，南北3聞
の規僕を持

？ 手m

レンチ 平面図

118411 －ーち，東西方向は距離約
450cmを測る乙

となとーから，恐らく 2
聞の規模を有し E 第 37図
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も
⑦ 

cr.B~J~~ (3~--m--ーも
や十 J

0 5m 

第 38凶 F卜レンチ平面II俗測関

ていたものと思われ， 後世の溝などの為，柱

穴が消滅したものであろう。

柱間寸法は，南北で約180cmをIJ:!IJり，＊西

は約225cmを有していたと考えられる。

S B8358は， 南北2間，東西2聞の規模を

持つ建物跡で，柱穴は SD8355によって切

られており，中央にも柱穴が1個存在してい

た可能性が強く，恐ら くは総柱の建物であっ

たと思われる。 柱間寸法は南北で約 165cm,

東西で約150cmを測る。

S B8360は，南北3間以上，東西 l間以上

の規模を持ち，柱問寸法は， 南北で約 165cm,

東西で約180cmを測る。

S D8355は，ほぼ東西方／ti]＇こ延びる泌で，
幅約60～90cm，深さ約25cmを測る。講中か

らは奈良時代末の遺物が出土 しており，また

Fトレンチの南端部付近が仮称姉小路の推定

地であることから，Pili小路の｛Jllji誌である可能

牲が強い。

S D8362は，幅約 lOOcm，深さ約 10～20cm

を測り，四北から南東へと延びている。SD 

8363や SB8351の柱穴との重複が見られ，

S B835lより先行し， SD8363より後山の

ものであるo iiW 1 !Jからは奈良時代の遺物が出土している。

S D8363は， 幅約lOOcm, 深さ約30cmを測り，雨西から北京へ延びている。

S D8364は，SD8363の南に存在し，ほぼ同方向に延びる満で， l隔約80cm，深さは 最も

深い所で約40cmを測る。乙の講が埋まった後lζ柵列 SA8359が作られている。

S A8359は，SD8364をほぼ踏襲して東北方向へと続いている。 柱間寸法は，約 180cm

を測る。 S B8358などの建物昨と同様の方向性を持ち， これらの建物訴と北方の建物群と

を区切るものと思われる。

S D8350は，自然の流路で， トレンチ西南端でその一部を検出した。 溝中は，砂礁で埋ま
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り，磨滅の激しい須恵器の小片が少し出土した。

幅については不別であるが，深さはJ検山した部

分で約80cmを測る。

Fトレンチで検出した似立柱建物跡は， SB 

8351・8352・8357がほぼ真南北の剥］線に揃えて

建てられており，その他の3棟は大きく西へ偏

して建てられている。

I Iトレンチ （第39図）

I Iトレンチでは，招立柱建物跡l,j:東（SB

8376）と泌（S D8375・8378）を現在確認して

いる。

S B8376は，南北3間，東西2間以上の規模

を有し，柱間寸法は，南北で約210cm, 東西で

約180cmをi.WJる。ほぼ真陶北方向の軸線l乙沿っ

た建物跡である。

S D8375は， ほほ東西方向の大講で， 幅約

450cm, 深さ約 80cmを測る。鴻E十Iからは， qr 

世の瓦器片や滑石製の鍋l乙混じって，土r:11i器 ・

須必器片も山土している。

S D8378は，ト レンチ西壁際で検出した溝で，

長｜尚京湖、（右京第83次）

。 5m 

第 39図 Hトレンチ平面略測図

南から北へ延びて白へほほ直角に屈1111している。幅約10～60cm，深さ約30cmを測る。古ljf

時代の造物が，非常に少量ではあったが出土している。

4. 出土 遺 物

今回の調企では，古境｜時代や飛鳥・奈良時代の須恵米・土師器や瓦探，中世の陶器，そして上

馬や瓦などが出土している。今回は， Jg物が整理続行中でもあるので，その一部を報告する。

今回図不した造物は，BトレンチとEトレンチから出土した須店、器と土馬である。

Eトレンチからは， 査の蓋 (1），杯菜 （2・3），料、身（4～14・16），査 （15・17）など

が出土している。 lは，口筏6cm，器高1.?cm を測り，平坦な］良音ll1ζつまみを有し，直角lζ下

がる端部を持つ。杯蓋（2・3）は，平坦な頂部と屈曲する縁部からなり，肩平な宝珠つま

みを附している。 2は，口径15.4cm司器高3cmをiJ!rJり，縁部の屈曲がやや小さい。3は，口
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第 40図出 土遺物実測図

1～2,4～6, 8, 11～12 E卜レンチ灰褐色粘質土 3, 7,14～17-SE8332 9-SK8338 
18～23 S K 8318 24 S D8317 25 S D8302 1～24－須恵器 25－土馬
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径22.2cmを測る。

杯身（4～14・16）は，高台を持ち，ほぼ直線的lζ立ち上がる休/'.flSを有している。4・5は，

高台の位置が，休・底部の境lとあり，4が口径12.4cm，器高4.lcm, 5が口径6.8cm，器高は

3.8cmを測る。6は，体・底部の境よりやや内側iζ高台を附し，口径7.8cm，器高4.4cmを測

る。 7も高台が体 ・底部境の内側 lζ附され， 口径11.6cm, 器高4.6cmを測る。 8・11は，

高台位置が体・底部のほぼ境lζ有り，8が口径 13.8cm.器高3.8cm, 11が口径13.4cm, 米両

!¥.2cm を測る。9・10・14は，休・底部の境のやや内側lと高台を持ち，9が口保16.4cm, 器i¥ilj

4. 6cm, 10が口径 13cm，器高3.9cm, 14が口径17cm，器高4.2cmを測る。 12は，体・底部の墳

のかなり内側lζ外下方に伸びる高台を有している。 口径16.5cm, 器高5.6cmを測る。 16は，

口径18.6cmを測る。

15は，筒形の体部に長引のつく壷の口頭部で，口縁部径6cm を測る。17は，小型の瓶子〕彰

の蛮で，底部に高台を有し，口縁部が外反気味lζ終わり，端部は丸く おさめている。底部lζ

糸切り痕を残している。

これら以上の須恵器のうち，3・7・10・14～17は SE8332から，9は SK8338から出

土したもので．残りは，包含層の灰褐色粘質土層から出土したものである。

19～24の須恵器は， B卜レンチから出イしたもので， S D8317から出土した高材、24を除

き，SK8318から州｜し7こ。

杯蓋 (18～21）は， 天井部と口縁部の境に鋭し、稜線を持ち，円縁~！Iii!tll lζ内傾而を有し，天

井ilillの3分の2にへラ削りを施している。18・20は，扇平な天井部を持ち，18は口径14cm,

器店b3. 9cm, 20は口径11¥.Scm，器高（現存可） 3.6cmを測る。 19・21は，天井部がやや丸味

を帯びて平矧な耐を持ち，19が口径 12cm, 器而！＼.3cm, 21が口径12.8cm, 認高'1.6cmを視lj

る。

杯身（22・23）は，やや内傾して尚ーく立ち上がる口縁部を持ち，口縁端部lと内傾面を有し

ている。22が口径9.2cm,23が口径11.2cm，器高4.8cmを測る。

高i杯 （24）は，ラッパ状lζ拡がる短い脚部を持ち，丸昧を帯びた杯tmを何している。口径

13.4cm，器高8.4cmを測る。

土馬（25）は， 八トレンチの SD8302から出十したもので，顔と）Jiと尾部を欠失している。

細い竹管やへラ揃きの沈線によって鞍などの馬具を表現している。

5.小結

今回の調査では司D～Hトレンチを中心に奈良時代頃の掘Ir：柱建物跡を多く検出した。と
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れらの建物跡は，ほほ真南北の軸線に沿うものと大きく西lζ偏して建てられているものとが

ある。乙れらの建物群は，出土遺物から奈良時代頃のものであるが，奈良H今代末頃の造物も

多く出土しており，真雨北の軸線lと沿う建物跡（SB8335・8351・8352・8353）は，長岡京

期の可能性がある。

S D8331・8333・8334・8363・8364等の溝は，姻立柱建物p：：先行する時期のもので，S D8364 

が埋まった後に有Ill列（S A8359）が作られており，SA8359などと問機の 性絡を持つもの

かと考えられる。

掘立柱建物跡は，BトレンチからJトレンチまでで検出しているが，Kトレンチ北端部付

近の自然流路から南では検出しておらず，乙の流路が集落の南の限りとなっていた可能性が

高い。また， C卜レンチでは，建物跡を検附していないとはいえ，土城やピッ トを検出した

ことは，Dトレンチ以下で検出している建物跡がC・D両 卜レンチ問まで及んでいたことは

十分予想される。
〔注5)

今回の調査で検出した集落跡は，時期的には，外環状線街路改良工事に伴う制査で検出さ

れた弥生 ・古境II守代と平安時代の集落のH寺間的空隙を埋めるものであり，との調資地の東lζ

白鳳時代創建と考えられる乙訓寺が存在しているととが注目される。

今回の調査は，まだ続行中でもあり，資料整理も充分行えていない。今回の報告は，極 く

大雑把な概要であり．その詳細については，今後資料整理を行った上で報告したい。

（山口博）

（注1）梅原末治「乙訓寺礎石及古瓦」〔『京都府史跡JI寿地調査会報告』第1冊京都府）1919 

吉本発俊 「乙訓寺発掘調査概要」（「埋蔵；文化財発招調査概報 (1967）』ボ都府教育委員会）1967 

（注2）高橋美久二他「長岡京跡昭和53年度発掘調査概要（下;K道西幹線今里地区カe合調査）」（『底！賊

文化財発掘調企概報（1979）』京都府教育委員会） 1979 

（注3）今回の調査に作業員として従事していただいた方は下記の通りである。 （敬称、田島）

井本千代治，高橋治一，吉田武三，西村定太郎，渡辺 常次，岡田明彦，田中虎吉

店崎又児，木下栄太郎，JJj内芳治，五十綾春一，大根 清一，吉打l保定，橋本建一

中小路徳迂！. flJ倉 光土佐，木村芳久， i，·行 幸一， 子ti弓 幸郎，村 1~ ~一， 吉岡藤三郎

桝問キミエ，前川秀子，今井寺子

（？主4)/t21と同じ

（注5）高橋美久二他［長岡京跡右京第26次調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査槻［報 (19802）』京都

府教育委員会）1980 
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8. 長岡京跡右京第84次発掘調査概要

(7 ANITT VI地区）

1.はじめに

今回報告する発侃調査概要は，長岡京市今里地区における都市計画街路（外環状線）改良

工事lと伴うものである。昭和52年以来，京都府教育委員会による発掘調査）が紋続していたが，

今回から，当調査研究センターが継承することになった。

乙の街路改良工事は，長岡京市今11!_3丁とl～4Tl二｜にかけて，南北方向の道路を新設する

もので，総延長530m，幅員22m （一部25m）である。乙の道路予定地が，長岡京復元図によ

れば，右京三条二坊にあたり，また，今里Iii塚古墳を横断するため．長岡京の条坊をはじめ

とする造機の存在が予怨された。今里車塚古J買は，これまでの調査で尉肢を持つ51世紀前半

の前方後川出であることが判明している。今回は， 前方音r；と後円部を継ぐくびれ）~［）を横断す

ることから，くびれ部 ・前方部の形，規模を｛確認できる好機であった。そのうえ，道路の下

＼，，小 －－＋一一了－

¥--- ~· 二千大路1、

・ー

・， B・ 0
: . ,., I I 
‘• I I t. 今： I唖 J
I I I 
I .I I 

I I 'I 1 

第 41灰｜ 調査地イ立店T 同
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え¥Ir「「一六
。 15m 

第 42I究｜ 調査地平而図

62 

2m近く まで掘削し，水道官の

；埋設を合わせて行一うため，地下

遺構の破壊は椛実であった。こ

のため，道路建設の担当機関で

ある京都府土木建設部都市計画

課及び，京都府乙訓土木工む

所，水道工事を行う長岡京市水

道部と，当調否研究センターと

の聞で協議が重ねられた。との

協議によって，京都府教育庁指

導部文化財保護課の指導のも

と，当センタ ーが主体となっ

て， 事前lζ発掘調奇を実施する

ことlζなっfこ。

現地調査は，昭和56年11月11

日から12片26日の期聞 に行っ

た。現地調有は，当センター調

査員，長谷川迷 ・小山羽t人 ・

石尾政信が担当 した。

調査にあたって，京都府乙訓

トー木工営所，長岡京市水道部，

長岡京市教育委員会，向口市教

育委員会，長岡京跡発掘調査研

究所，地元今里臼治会，周辺卜

地所有者の方々の協力を得た。

現地調査には，諸大学学生諸氏，

地元長岡京Ti1今用地区，向H司I

%4冠井地区有志の方々の参加 ・
（口2)

協力があった。また，現地調査

において，高稲美久二氏をはじ

めとする前固までの調査但当の
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人々の御指導 ・御協力を賜わった。心より諮I恵；を表したい。

2.調査概 要

都市計画街路改良工事に伴う発侃調査（7ANITT・Is T地区〉は，これまで3次に

わたって実施され，多大な成果をもたらしている。北方部（7ANITT地区）のうち北地

区では，弥生時代 ・古境｜時代の集落跡， 長岡京時代の泌跡 ・轍］洋， 平安時代の川跡 ・掘iLtl

建物貯など，｜菊地区では，地表面ではその痕跡の残っていなかった今里車塚古J員（前方後11:!

墳）の後円部を検出している。南方部 (7ANIS T地区） では， 弥生時代の川跡，長問京

西二坊大路の両側滋．三条坊間小路の両側溝などを検出している。乙の二つの道路側溝から，

長岡京の条坊が平安京型ではなく，平減京型である乙と，三条坊間小路が，小路よりjよく大

62 

f K善明

制

3m 

第 44~I 迫構平面図 .jtトレ
ンチ南部（噴丘音Jl)

路であったのではなし、か等が新しく椛認されている。

今月：！.車J家古墳後円部の法底音flに，4m1)ij後の間隔で

れ－mが発見されている。この木i似の間隔と周波の形 ・
大きさ等ーから古境の規械が推定されている。

今~－車塚古墳の復元図によれば， 今回の調査地が，

前方部と後円部が接合する地点，いわゆるくびれ部を

横断する乙とから，その当該部分を発制調査すること

lζf」っfこ。

発侃i凋11'は，前回調在地 (12・26次調査）に道路を

迂回させた後，旧道路部分に南北lこ細長いトレンチを

設定した。一部は．民家進入i院のため調査できなかっ

た。北卜レンチは4m×10m，仁11央 トレンチは3m×

22m，南ト レンチは3m×12mとした。掘り進む過科

で，くびれ部の村ーを検出するため，中央 トレンチの鉱

張を行った。 発品Li面積は，約 300m＇で ある。地｜ヌ書1J

は，乙れまでのものを踏襲した。

北卜 レンチでは， 北端 lニ層で，幅0.7 rn 1jlj後の浅い

潜（S D8401）周濠 （SD1288）の延長部と 後円部 の

一部を検出した。ここで，1U.JC阿によれば，くびれ部

lと相当する地点で村十以 （No.10）を検出したが，illj方

音fl方向の柱は，コンクリー ト側泌の下となるため検出
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遺構平附図・南トレンチ第46図遺構平面図 ・巾央卜レンチ（陶周濠）第 45関

くびれ部にあたる地点で柱を検出したが，葺石 ・転落石の出土状削と泊は不可能であった。

Eのfli1線からみて前方部へつながるものとは思われなL、。1:j1央トレンチでは，南周濠（SD

前方部の柱根（No.12）及び葺石転落石を検出した。とくびれ部の杭根（No.11), 1278) 

その外（南〉側iζ屑状の板材が置かれている。周濠 SDl278の仁層で，十全1、以 No.12 は、

乙のh~iの下層から墨吉のある削り屑が 2 点発南北方向の近代講とその側,jjj・杭を検出した。

l基を検出したが，側i訟の沈下 ・凡された。また唱東端で径3.5111のcj-1世井戸 （S E8401) 

幅 lm前破損等が生じるおそれがあるため，チ｜戸の掘り下げは断念した。南 トレンチでは，

深い部分でもlOcm以下明瞭でなく，乙の溝は，を検出した。後の浅いl羽北端（S D8'102) 

で，主E土にほとんど造物を合まない。

そのほとんどが今里車塚古墳の南 ・北局後からのものである。 周後の中lζは，出土造物は，

古墳時代～長岡京時代の迫物が含まれ，墳丘に近いとζろでは，転落した葺石と共に多量の埴

現在整理中なので，主なものの記述にとどめざるをえない。長輸が出土している。 造物は，

緑紬の

前回出 「した笠形木製品が二点出土

これまで出土したものとほとんど変わらない。二彩の小査の議，岡京H

坊とおもわれるものがある。古墳に伴う造物としては，
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第 47図 出土造 物実 測図
1.柱tRNu 10 2.柱似Nu12 3.杭恨Nu11 4. ＇！！：形木製品 5.眉形木製品
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＼ 
て一一

。 15cm 

第 48図 埴輪実測 図

している。朝顔形埴愉で，赤色§；J｛料（ベンガ、ラとおもわれる）が塗られた非前に妓りのよい

ものもある。

第47図l～3は柱似で，前回の調査では大型の柱に相当する。底は，ナタ状のもので無造

作に切り洛としてあるが，側面は，面とりをしている。長大のものは，柱根 No.11で長さ

64cmある。4は， 笠形木製品で南周濠から出土した。平J:ll.J創の穴は，近代満の杭で十1ち抜か

れたものであろう。5は，柱桜 No.12の南側，すなわち：凶丘の外側lζ据置かれていたもの

である。底部は，ノ ミのようなもので 両側から削られている。盾のようなものであったの

か。

第48図は，北周縁のj長トJi'iiから出土した朝顔形油輸で，二長口縁状l乙大きく聞くもので，

口縁部の復元径は58cmとなる。外面及び内面に，赤色顔料が塗られている。

3. まとめ

今回の発担1i調査で，今!l！.土Ii均d1'JJ'fのく びれ音ll＆び自lj万自llを｛抗日起するという は械は，＇－＇＇火卜

レンチlζ於いて，くびれ音il・前方自15で，それぞれ柱根を検山したことから達成しえたものと

おもう。北側では，想定したような前方部方向への茸石の延長等はみられなかった。

柱似は， 各々今!t .* J:家古墳の復元関 lζ11てされた地点、で検出されている ことから． 自~j}j i11側

の調査が実施されていないのでllll断はできないが，復元図に近い乙とが判明した。

また，周桜は，長岡京造営のためとEめられた乙とを再確認することができた。しかし，凶

二坊大路（平安京 道祖大路）が周濠及び墳丘を通過していたかと‘うかはつかみきれなかっ

た。

今回の発品HJj，~企資料は， 現在整迎l11のため，大l隔に割愛せざるを得なかった。これらの資

料は，以後まとめていきたい。 （石尼政信）
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（注 1）高橋美久二他「長岡京跡右京第26次発掘調査概要」（『京都府埋蔵文化財調査概報（1980）』京

都府教育委員会） 1980 

（注2）補助員

竹田 満，中尾雅之，上回』日明，凶中義明，鈴木 克也，橋本 稔，小寺信子

伊藤悦子，高島利洋，小出正窓，清水 隆，末沢 幸一， 阪口 治主他

作業員

小山陽三，生局幸.'JJ，角倉 光Uf，ヰ！ノトi的役l造，村上藤一，山内 芳治，吉凶 藤三郎

吉田 保定， 五十楼春一， 大似 清一， 木村 芳久， 楠木健一， l~I谷幸一

（敬称略）
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9. 長岡京跡右京第87次発掘調査概要

(7 ANTGT地区）

1 はじめに

この概要は，府道下値野大山崎線の道路拡幅工事iζ伴う発掘調ftlζ｜長！するものである。

調査地は京都府乙訓郡大山崎町 下植野五条凹他にあり，長岡京条坊復原図 （平城京型）に

よれば，右京九条二坊に該当するもので，京j或の南限を解明する上で大変重要なところであ

る。また，この地より北西へ200111IC位置する乙訓第二中学校において，昭和55年の調査で

•j)J：生？にj切の竪火住居跡が確認されていることから逃併の存在が十分， 予想された。 地勢は

原両10～llm，北幽から南東へ傾斜する低位段丘であり，現在の水田の畦畔は乱れていない。

しかし，佐川の？LU監（！日河J11）が国道171号線沿いまで及んでいるため，調査を開始するまで

は遺構が存在するかどうか疑問をもっていた。

この調査は，京都府乙訓｜土木工営所から依頼を受け，京都府教育委員会，大山崎町教育委

第 49~I 調査地位置図
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員会，長岡京跡発掘調査研究所等の諸機関の協力を得て，昭和56年11月15日から同年12月9

日まで実施した。

この調査を担当したのは剥資梨調査員：長谷川 i主・竹井治雄であるが，全期間を通じ主

的井が調査日った。なお， 調査＋品同 ・整理員として有志学生の協力を受けた。

2. 調査経過

剥査は道路拡幅工事と並行して実施した。全長300mの工事区間中の凶半部約200m は立

会調査を行い，遺構・造物を検出すれば，工事を停止することになっていた。東半音llの約 lOOm

の範囲には幅2m，長さlOm前後の トレンチを4か所入れた。本来ならば，工事区全域を制

査するのが望ま しいが，排土の置場や用ノk路の確保全Sの条件下でやむを得ず前述のような『凋

査区の設定となった。

調査の成果としては，A地区では古墳時代の竪穴式住居跡 ・創立柱建物跡，鎌倉時代の倒

立柱建物跡，その他暗渠排水構 ・土城等が検出された。 B地区では「落ち込みJ,C地区で

はB地区落ち込みに対応する「泌状追梢」， D地区ではH音渠排水満等が検出された。

なお，西半部の立会調査では，工事の掘削面が浅いため遺構 ・遺物は確認できなかった。

調査地の基本的層位は，現在の水田の耕作土，！末土，以下第1層淡茶灰色粘砂質土j冒，第

2｝醤黄褐色粘質土層，第3層a;灰色砂I深層のj阪に堆積する。第1層は土師器 ・瓦器を含み，

旧耕作土と思われる。第2層は？今回の謝査地及びその周辺IC｝.よく分布し， 各時代の遺構が

検出されるj脅である。なお，この層lζ縄文土器も含まれている。乙の層は，粘質土であるが，

下方にいくほど砂質の割合が強まり，徐々に堆積したことを示し，したがって縄文時代の迭

梢が存在する可能性もある。第3屈は灰色を呈するが，小磯 ・巾i擦の表面はやや風化してい

る。辿物は見られず，いわゆる「地山」である。

この基本的層位はA・B地区とD地区で見られ， B区東部とC区では第2層はなく， 「落

ち込み」によって削平されたと思われる。

3. 検出 遺 構

竪穴式住居跡（SB8501)

A 地区の西半部で検出された竪火式｛iイ百断、である。トレンチが狭小なため，住居跡の一隅を

｛確認したのみで全体の規模は明らかではないが，すくなくとも一辺4.5m以上のものであっ

た。住居跡の壁は垂直に立ち上がり，残存する壁高は0.3mを測る。壁溝は3～5cmと浅く
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残る。床面には部分的ではあるが，厚さ 3cmほどの黄樹色粘性土を貼りつけている。柱穴・炉・

貯蔵穴等は見あたらない。埋土は，おもにH音茶十日色粘質土であり，その中lζ黄禍色土， 炭化

物および若干の造物が混在する。床面や壁の近辺から須恵器杯身がほぼ完全な状態で出土

した。なお，乙の竪穴Ii居跡は壁溝と断面観察とによって建て替えを行った可能性もある。

侃立柱建物跡（SB8502) 

A地区中央部やや西よりで束西lζ4例の柱穴を確認した。掘形は，ほほl_j_Jj影を忌し，直後

0.5m，深さ 0.8mとわりあい深い。柱間寸法はl.4mを測り，埋土は各々一段に黒褐色粘質

土であることから，これらは掘立柱建物あるいは柵列であろう。この方位は，東西より南へ

約30°程傾く。遺物はJ:ill土より土師器一片を採集した。

土城（S K8503) 

A地区の西端lζ位目する土墳は，竪穴式住居を壊して穿たれたものである。土織の剣形は

隅丸方形であり，一辺約l.lm，深さ0.6mを測る。埋土は大きく二分でき，上層では暗茶

間色粘質土，下届では炭化物まじりの育灰色粘質土が堆積し，遺物は上層において小片の土

f:1li器を検l制した。

掘。一柱建物跡 （SB8504) 

竪穴式住居跡の埋土を切って建てられた掘立柱建物に伴う 3個の柱穴を確認した。掘形は

円形を呈し，直径 0.3m ， 深さ 0 . 4m を損~る 。 柱間寸法は約 l. 8m を測り ， 埋土は第 1 居とよ

く似た淡2匹以色粘質土である。 PlのJ:ill土からは，ほぼ完存の土自1ji器出 ・上L器fillが出上した。

II古渠却水講

A地区中央部，B地区凶側， C地区西側，D地区中央部にそれぞれ南北に走る幅0.3m，深

さ3～5mの水田に伴う暗渠排水講を検出した。これは現在の水出/I庄間半より京にJ辰れ，真南

北ノl:f向に近く ，Jg物は全くみられないが，埋土の淡｝＇／； ））（色粘質土等から，r-ji山；及び中世以降

の遺構であると思われる。

B地区の東半部を占める大きな落ち込みは，平面プランでは北京から南西にかけて弧を描

いて検出され，東側へ緩やかに落ち込む。高低差は0.6111を測り， 最も低い部分では幅約lm

の権状の窪みになる。 l忠商は比較的；J＜平に東へ進み， 1tt品色砂1深が鋭 !_I •，する。この周』ζ士山ふ

する立ち上がりはC地区では見られなし、。C地区東部で幅 l.Omの溝状追燐を確認した。落

ち込みの埋土はB地区では茶褐色粘質土を主体iζ砂質と砂礁の互層をなすところがあり，t&

深音r）の滋状の窪みには砂と黒制色粘質土が堆積する。 C地区ではB地区と異なり，茶十｝，＼色粘

質土が均ーになり，店街位j留の様相をぷし，堆積層は薄く，C地区東半白I）でなく なる。山土迫

物には須忠、器杯身 ・料、蓋 ・土自1ij器がある。
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議状遺構

C地区東部より検出された南北lこ走る滅状追構である。埋土はH音褐色粘質土の単一層のヰl

lと礁が混入する。出土造物は弥生の整の底部が数点ある。

4. 出土 遺物

今回の制査において出土した造物は土器剣ばかりで，その量も比較的少なく，整担！箱lとー

箱もi荷たない。その中で遺構に伴い，しかも実測の可能な土器は20数点を数える。第54図に

掲載した実測図は古境時代の仕居跡 ・落ち込み，弥生時代の溝状；遺構．そして鎌倉時代の掘

立柱建物より山一｜こしたものであるが，そのうちの若干について説明を加えることとする。

j待状追i構 SD85 出土の遺物（第54図10～14)

造物は弥生土器のおそら く歪であろうと思われる底部が5点出土した。ただし， (14）は

底部から大きく休部が聞くので，壷の底部かもしれない。これらは内外面共に摩耗が著しく，

制整の観察はできなし、。色調は淡黄褐色を呈する。焼成はやや軟らかし胎土はそれ自体粗

く，石粒を多く合む。

竪穴式（ヒ居跡 SB8501 出土の造物（第54図1～3)

造物は須忠器杯身，土r:rn器斐2個体，その他小片が数点出土した。須忠器材、身 (l）は口径

L=10.30ro 

1m 

節目区l A地区北壁断面尖31リ図竪穴住居 （部分）

。

第 51図 B 地区南壁断面実測図
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SB 8501 

0 3m 
卜了寸寸 ・II→ T ' 

第 52凶 A i也｜益治椛平山l夫 auJ 図

12. 7cm，器高5.5cmJを測る。立ち上がりはやや内側し，刈il1friは山みをもち，端自I）を丸くおさ

めている。受部は外上方へのびるが比較的短く，先端は丸l床をもっ。底部はl時計回りの方［1'.lj

lζへラ削りがほどζ され，平坦で安定感が良い。底部へラ削り以外はすべてナデによる謝整

が行われている。とれらのζ とから陶邑編年の日期前半に相当するものと思われる。

主主（ 2）は口径8.9cmを測る。短い口縁部が斜め上方へのび，端部はまっすぐおさめられる。

休部は薄く，丸味をもつものであろう。内面はナテ，外面は刷毛調整が行われている。色調

は茶掲色で，胎土は密であるが砂粒を合む。

整（3）は口径 16.2cmを測る。 口縁音I）は斜め上方へほぼ直線的lζのびる。端部はまっす

ぐおさめられている。休部は丸味をもち，器壁は薄い。内面はオサエもしくはナデ，外面は

I~；リ毛をほど ζ したのかもしれなし、。 色制は赤褐色lζ出色斑がみられる。胎土は害rj合 lζ也：で，

砂粒を多く含む。

落ち込みの出土造物（第54区17・8・9)

須忠器杯蓋（7）は口径12.7cm，器高4.5cmを測る。天井部は全l耐へラ削りで，割合平ら

に仕上げられている。稜線は明瞭であるが小さい。口縁部はわずかに外へひらき，稜線の径

より口径の方が大きい。削り方向は

時計まわり。内面は回転ナデを施す。

陶邑編年の日野j前半lζ相当するもの

と思われる。

高 材、（8)

l胸部は短く，杯部との接合音I）では

一段と細い。裾部は大きくラッパ状

にひろがり，端部は平坦になる。外

し〆三／万
第 53図 Bトレンチ洛ち込み半面実測図
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面は縦のミガキが認められ，内面は横のケズリ が施されている。

竪穴住居跡上層の出土造物（第54図4・5・6)

竪穴住居跡を検出する際lと第1層淡茶灰色と住居跡の上面で出土したため，一応住居跡の

とうJ rrl
 互主主7 

F二ーベ 伊~~ ]]1ミ

3 

10 

＼ 回~， ＼ι：： に」圃，
12 

¥ ____ J~ 
13 14 。 10cm 

~百寸L二J

第 54図出 土造 物実 測 図
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遺物と分けた。出十した遺物は土師器高杯 （4），甑の把手（5），二卜師器鉢 （6）である。

(6）の底部は丸庚と思われ，体部は鋭く，内湾気味に直立し、端部は丸くおさめられてい

る。口縁内面lとは浅い沈線が一条施されている。休部外商はオサエの後，ミガキが施されて

いるようだ。

掘立柱建物の出土遺物（第54図15・16)

これらは杭穴 （P1）の柱根を抜き取った後lζ混入した土から出土した。(15）は土師器nn,

日係9.6cm，器高2.0cmを測る。 休部は斜め上方へまっすぐにのび＼ 口縁はわずかに外反し，

端部は丸くおさめられている。体部，口縁の内，外面はナデ， 底部は外面lこ指オサエが施さ

れている。 (16）は崇灰色を呈する瓦器皿である。口径9.8cm，探高2.2cmを測る。休部は

内湾しながら口縁へ続き，まっすぐに立ち上がり，端部は丸く おさめられている。内・外面

の風化が著しいため，暗文は不明であるが，その？良助iから鋸歯状陪文が胞されていたであろ

うと思われる。

5.むすび

今回の調査でA地区において検出した竪穴住居跡は，乙訓第二中学校で検出された竪穴住

居跡よりは少し新しいが，乙の付近まで居住宅間の広がりを示す資料である。R地区の搭ち

込みは河川跡，単なる地境等が考えられ．将来の調企！成果を待って決められるものである。

調査の主な目的である長岡京跡lζ関係する遺構，遺物は全く検出されなかったが， jg構が

存在すれば検出される基幣層を係認した。それ故，京域の南限を解明する手掛りは残されて

いる。 （竹井 治雄）

（注1）補助員 信宮 ｛一，水野春樹，小野康裕 （敬称時）
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10. 長岡京跡左京第83次発掘調査概要

(7 ANFKI地区）

1 はじめに

乙の概要は，国道171号線の歩道付設工事に伴う発掘調査に関する成果の報告である。

調査地は京都府向日市上植野字南淀井と長岡京r!i馬場字北石ケ町にまたがり，延長約300

mの工事区聞が調査の対象地であった。当地は長岡京条J}j復原図lζよれば，左京四条二坊か

ら同：h.条二坊の広い範囲にあたり，数条の東西溝の検出が期待された。そして，調査地の周

辺の追跡は，乙の長岡京跡Iζ関するものばかりでなく，南方には弥生時代の古市遺跡があり，

東方の羽京師あたりでは住居跡が発見されている。また東南方向約200m の地点は雲ノ常追

跡として知られ，f,j長内第 I株式の土器類が多数出土している。

このような遺跡の状況から本調査の主目的は長岡京跡の遺構 ・遺物の検出，自信E、を掲げ，

つづいて下！習の古境 ・弥生時代のそれまで線認する調査であった。

調査の成果としては，長岡京やその他の遺構は検出できなかったが，若干の逃物を採集す

ることができた。しかし，現水山の畦｜昨の乱れの原因や，これに関連して長岡京跡の遺構が

検出できなかった遠因を見い出すζ とによって，将来の調査の参考になればと考える。

この調究は当訊j査研究センタ ーが昭和57年2月8日から同年2月15日の1週間を費し実施

第 55Iヌ｜調査地位置｜河
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した。乙の間に，長岡京跡発掘

調子正研究所，向日市，長岡京市

の［1lfj教育委員会C,>j；：の諸機関の協

力を得て州事調査を終了するこ

とができた。

2. 調 査 経 過

調査は：！］；・道付設工事と並行し

て実胞した。全長約300m の工

事医問中，当初，長岡京条坊復

原区Iiζ推定されている側講部分

lζ凋資区を6かJiJT設定する乙と

になっていた。ところが，既に

この調査区lとは均設管や人孔が



長岡京跡 （左京第83次）

あるため，予定より少なく 4か所に減じ，尚Eつ，土居の観裂さえ困難を樋めた。

調査地周辺の地勢は，標高約 lOm，北から南へ徐々 に低くなる後背湿地である。現花の

水田の畦｜昨は，南北では磁北方向lζ直線的であるが，東西の陛畔は弧の字形に曲線をWiいて

いる。 乙れは旧地形，或いは， 河川の iLl麓によって畦JI伴の形成｜時において，大きく z~響を及

ぼした乙とを示すものであろう。そして，この畦冊、／＇oの目しれは，いつの時代のものであるかに

よって， 長岡京の迫梢の有無が左右されるとすれば，調脊の手始めとしてζの1111'11作の断而を

観察できる調査区を設定する必要があった。

調査区 No.3は前述の問題を解明するうえで好条f'I:の調査地であった0 ［，＇~ . 調査｜ぎの 1j1央

において南北に走るものは， ~設管の束である。
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この調査地の基木的な層序は，第 I層は国道171号線の様士，第ITI麗は現在の水田の耕作

土と床ーl，第m1留は背灰色粘質士，第W層は褐灰色粗砂，第V層は灰色中11砂I僚のJI聞に堆積す

る。乙の基本層序は南へいくほどとくに第困層 ・IV層が厚みを増し、褐色味が強まる。

調査区 No.3では，岐を墳にして北と南の水田面に比高差が認められ，第皿層についても

ゴて質の途いが見られる。すなわち日1-Aでは純粋の百灰色を呈する粘質土であるが， 田－Bは，

小 ・中I擦が均ーに混入していることから二次的な堆積層と思われる。 IV層は酸化が激しい褐

灰色を呈する組砂が主休となり，ベッデイングの様相を示し自然的な堆積層である。ζのIV

屑はV層を切り込んだものか，あるいは，V層そのものが落ちζんでいるのか判別し難し、o

V属は灰色を呈する粗砂と礁が主体となる固くしまった厚い土居である。V屑の下層は緑灰

色粘土を No.13・16の調査区で確認した。

現在の東西の畦畔が弧の字形を摘くのは，血層，W届，V層の関係では．直接的iζは凹屈

の上面lζ作られている。しかし困層自休は田－A層，E B屑lと分けられ，とくに，皿 B 

j扇はN層あるいはV層の影響を受けていると思われる。そして，日時畔は，断面形状から見れ

ば第V層の落ち込みの肩口に形成されている。 （水田面の比高差は田－A腐と阻－B庖の比

高差を踏まえているのは明らかである。）まさに，第V居に規制を受けているとすれば，第V

屈の平面形状を把握し，これが畦畔のものと一致すれば解決するものでなし、かと思われる。

次lζ，長岡京助；lζ関連する追構が検山されなかった原因を調育区N円.3の二十J回とその各屈

のl時期jの解明によって，若干の考えをイ、lけ加えたい。

各層の時期については，これを決定できるだけの遺物は出土していなし、。第田－Al爵は，

No. 3調査区より雨へ約20mの地点で出土した遺物（閃版第52ー（2））を合む土層と比較的よ

く似ているが，連続するかは決定し難い。第V層は，長岡京跡の遺構が存：（［する可能性が強

い。いわゆる基盤層の一つであると考えられる。

土層の断而を見る限り， f棒状のものは観察できないが，第V屑の落ち込みと第IVI雷の堆積

状況の関係が，非常に興味深い。第N層は，氾濫によるi栓積層と考えれば，前述の時期考察

を取り入れると，わずかながら長岡京跡に関連する遺構が存夜した可能性は，失われるもの

でないと思う。

その他の調査区では，各屑lζ変化はなく，造物も採集できなかった。

3. 出土 遺 物

図版に掲載した土器類は，調査区 No.3より南北へ約20mの地点の青灰色粘質土から山

土したものである。 との土層は土~類の他 l乙 木片， 炭化物， 傘大の河原石が混在 し． 単な
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長岡京跡 （左京第83次）

る包合屈でなく，遺構の埋士とも考えられる。土器類では，土師質の杯 ・rm・高杯 ・斐 ・須

君、質の杯 ・材、葦 ・藷などが出土している。乙れらの土器の製作年代については，大雑担lζ言

えば7世紀の後半から8世紀初頭lζ比定されるが，いま一度，観察の結果と実測関を載せ，

後lと詳しく年代を述べたいと思う。

；~＇~ 杯（図版52 1，第58阿 1)

淡赤椋J色を呈する土［市質の高杯である。胎土は水簸を行ったのか徽密であり，砂粒を少し

合むが気にならない。焼成の具合は均一に焼かれ良好である。

脚部は下半のlド（1＇／：から大きくラッパ状に開き，安定感があり ，基底部の口任は 12.3cmを

測る。脚部の外面は，荒いタテハケを基底部付近まで胞した後， ケズリ によってヒ而lζ成形

する。下半の下位のラッパ状外而iはヨコナデを施して完成する。ζの内面は．外商と同様ハ

ケを施した後ヨコナテを施す。

高 杯 （図版52 2，第58閃2)

残脊は良くないが，而とりが8而あること，また，材、部は欠損しているが！阿部との接合方

法がよく観察できるため載せてみた。

色調は内外面ともj炎赤褐色を旦する土師質である。 胎土は（1）と同じく倣宿であるが長

石 ・石英等の砂粒がトi立つ。

胸部の而は8而を数え，それぞれの巾は一様でなし、。

脚音j）外而は，ハケを施したのちに面とりのためのタテのケズ リを施す。内面は水を（創刊し

たのか表面がII史状になっている。

村、古j）と脚部は別途に「｜二られるO 料、部を脚tilllζ接合する際，粘土を光j釘し押える。さらに強

いブJを加えてケズリを施す。とのHネ胸部のケズ リとの境がl明瞭lζ分かれ，粘土充Jj¥¥部分が

！日~1J±1する。

0 2M 

第 11畜

第 lll冨

第Ill B層
第守富一一一

第 57図 調査 lぷ No.3 東壁 断 而i図

L=8.00M 

:Sllll冨．淡褐色粘砂笠l（盛ゴー） 第日！日 現水｜ηの耕作土と床上 ;:nm-A層・背灰色粘質士（妙、
Ti模混入〕 第ID-B居．育灰色粘質卜 第W脳：褐灰色粗砂（粘土混入） 第V脳 灰色砂礁
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杯 蓋 （図版52-3，第58図7)

口径は 15.6cm，器高は1.3cmを測り，つまみを持つ須恵質の杯蓋である。 色調は明るい青

灰色を呈し，胎土は長石 ・石英などの砂粒を割合含む。天井部は平坦をな し，中心部につま

みを持つ。

外面の調整は不規則な回転ナテーを施すが， 口縁部では安定する。また，つまみを充l｝＇＼した

後，その周囲を強く ナデる。内面は口縁部付近では回転ナデは明瞭であるが，天井部では粘

土ひもの厚みをそのまま留める。

杯（図版52-4＇第58図5)

淡褐色を呈し，胎土は鰍密であるが長石 ・石英をわずかに合む土師質の杯である。底部は

平たし休部は内湾しながら斜め上方に口縁部に至る。 口縁部では大きく外反し，端部を丸

くおさめる。口縁部内面には一条の細い沈線を施す。器壁の厚みは底部より体部，口縁部の

方が厚し、。口径は 15.0cm，器高は2.4cmを測る。

。 。
2 

ごF~
ζ三二二？でて τ＝＝三三~

3 

に二
γ 

＿：－~ 
~一一
一一言明

てさ一三：~ ••• -:Jr 子~~··.·~.

に二一プ「プー;;16
0 15CM 

第 58閃調査区 No.3 出 土土器
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器壁の調整は，口縁部司休部内外而ともきれいなヨコナデを施す。底部外商はオサエの痕

跡をとどめる。

杯（図版52 5＇第 58図6)

色調は淡赤禍色を呈し，胎土は砂杭を含む土師質の杯であるO 口径は 17.Scm，器高は2.4cm

を測り，料、と しては大きし、。底部は平たく，休部から口縁部までわずかに外反しながら斜め

上方にたちあがり，端部はIJ巴l車させておさめる。

口縁部，14.Mil司底部とも外出はケズ リを施すが，プ1・向はまちまちである。内面はすべて，

ナデを施す。

杯 B （図版52-6) 

青灰色を呈し，ほとんど砂松を合まない徽密な胎上である。欠損が著しく口径，探高は不

明である。

高台は付高台である。休部は高台からすぐ内湾しながら斜め 上方にたちあがる。内商の底

部と休部の境は，急激にたちあがるため明l僚に屈11!1する。

休部の内， 外商と底音llの内而はいづれもナデを施す。 J良部の外出1 は， l：~j台付近でヨコナデ

を施し，中心部では無施である。

杯（図版52-7) 

淡黄栂J色を呈し，口径15.5cm，器高2.5cmを測る土師質の杯である。底部は平たく，体部

から口縁部までほぼ直線的lζ斜め上方へたちあがる。端部では外反気味に納くおさめる。口

縁内面に沈線を胞したためか，端部は平：！R.にみえる。

休部 ・ 口縁部の内 ・ 外而はナデを胞す。 成部内面i も~~ ~、ナデを施し， 外ffi.iはオサエだけで

ある。

杯（第36図4)

色調は外面では炭化物が付着しているため黒灰色を呈する。口径 17.4cm，探高は2.6cmを

測る土師質の杯である。

底部は平たし休部は直線的lと斜め L.:11＇とたちあがり，円縁古ilでは外反し，端部は肥厚さ
せておさめる。

調整は底部から端部にいたるまでへラケズ リを施す。内而はヨコナデを施す。

主主（第36図的

外面は赤掲色をぷし，炭化物が付着している土師質の裂である。

体部は割合丸味をもつものと思われる。 口縁部はゆるやかに低く斜め上方へのび，端部は
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長岡京！跡 （左京第83次）

肥厚させておさめる。器壁は全休lζうすし、。

外面の調整は，ii｝！部から休部には荒いタテハケを施し，!J!J1部ではヨコナデによって消され

ているが，休部の肩にはわずかにその痕跡をとどめる。口縁部は内面と同線lζヨコ ナデを施

す。休部の内面ではきめの細かいヨ コ方向のハケを施す。

折、 室長 （第58凶8)

色調は白味を帯びる灰色を呈し，胎土は砂粒をほとんど含まない須忠質の料、主主である。口

径は13.2cm，器高は1.2cmを測る。

天井部は平たく，つまみを持つものと思われる。器壁の内 ・外面はナデを施すが，天井音［l

の外面では粘十ひもの浪跡をわずかに残している。

以上の土器新はな灰色粘質土j麗から出土したもので，この土層自体が整j留をなし，または

遺構の埋土であることから， 一括性をもたすことができょう。

高杯 （図版52-2，第四図2）と杯（図版52 4）は明らかに7世紀後半に比定される。

その他の土器類は7世紀後半から 8世紀初頭までのものと思われる。

4. ま とめ

今回の調査の主同的であった長岡京に関連する迫構は，検出できなかったが，狭ノトなトレ

ンチにもかかわらず，その存在の可能性を見い出し，若干の遺物も採集できた乙とによって，

今後の調査の参考になればと思う。

調査は歩道工事と並行して実施したため，試掘調企や立合調査の感がぬぐえないものの，

広い遺跡、を研究する場合，それが，たとえ「点jk過ぎないものでも重要な調査の一つであ

ると認識する乙とが大切である。 （竹:J［：治雄）
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